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　この二ヶ月、ひたすらメイドの仕事を覚えた。

　フリルのついたドレスを脱ぎ捨て、メイド服に着替え、エプロンをつけ、ホワイトブリムを着用して髪が乱れるのを防ぐ。

　今から男爵家の令嬢ではなくなり、ひとりのメイドとなる。

「さあ、お仕事始めるわよ」

　気を引き締めたところで、早速雑巾を手にした。

　床掃除をし、窓を磨き、階段の手すりも丁寧に拭き、完璧に仕上げた。素人の域を出るくらいに上達できたのではないかと、自負している。

「とても呑みこみが早く、上手に掃除ができるようになられましたわね、マリーナお嬢さま」

　拍手をして褒めてくれたのは、このベルネット男爵家に長年仕えてくれているメイド頭のマルセルだ。

「ありがとう、マルセル。あなたにそう評価してもらえたのなら、もう三年くらいはメイド経験があるように見えるかしら？」

「まだまだですよ。良家のお嬢さま特有の物腰、上流階級ならではの発音を聞いていますと、どこかの没落令嬢が家庭の事情でメイドの仕事を始めたのだろうと、皆が思います」

「発音はなんとかなるかもしれないけれど、物腰は十八にもなって、直すのは難しいわ」

　幼少のころから身についているものを、成長してから修正するのは困難だ。

「発音だけでもなんとかしましょう。下働きのメイドたちに頼んで、練習いたしましょうか？　あの子たちの発音は下町訛りがありますし」

「お願いするわ。ここまで自分を仕上げるのに、二ヶ月かかってしまったもの。どうしてもあと一ヶ月で、経験がある下働きのメイドになりたいの」

　本来であれば一ヶ月程度の練習で、ベテランのメイドになりたかった。だが裕福な貴族の娘として生まれ、なに不自由なく育ったマリーナが、短期間でメイドに変身するのは並大抵のことではない。

「お嬢さま、できる限り協力はさせていただきますが、やはり今一度考え直されてはいかがでしょう？　奥さまも心配されていますわ」

「大丈夫よ。泥棒しに行くのではないのよ。メイドとしてあの家に潜り込んで、確かめたら、すぐに帰ってくるわ」

「でしたら他の者に頼んでもかまわないのではないでしょうか？　なにもお嬢さまがメイドになりすまさなくてもよろしいではございませんか」

「いいえ、わたし自ら行くわ。これは我が家の問題だもの。お母さまと亡くなられたお父さまにとって、とても大切なね」

　赤の他人を巻き込むわけにはいかない。これはあくまでマリーナの両親の大事な思い出のために動くのだから。










第一章

マリーナの目的











　白馬の紋章が入った正門を潜ると、目の前には一直線の道がある。両脇の芝生に囲まれながら、真っ直ぐに進んだ先には、赤茶色のレンガで造られた館が建築されていた。

　そこは、サバール王国内では古い家系のひとつであるデューリンガー伯爵家の屋敷だ。

　マリーナの住むベルネット男爵家より広大で、館の部屋数にも差があった。

　現在の当主はクラウスという二十六歳の青年で、三年前に亡くなった父親から爵位を継いだということだ。

　マリーナがこの伯爵邸のメイドとして働き始めてから、ちょうど一週間経つが、当主であるクラウスと顔を合わせたことはない。

　せっかく潜り込めたというのに、会えないのは残念だった。

　クラウスは母親とともに、外国旅行に出かけているという。

　他のメイドの話によると、クラウスは大変な美青年らしいのだが、マリーナからすれば、興味のない話だった。なぜなら主人がどんな容貌をしていても、この床磨きの作業が楽になるわけではないからだ。

「メイドの仕事って大変よね」

　マリーナはぶつぶつと呟きながら、水の入ったバケツに雑巾を入れ、濯ぎ、力いっぱい絞る。

　他の下働きのメイドたちとともに、屋敷内の窓をくまなく磨き、床を雑巾がけし、あっという間に一日が終わってしまう。

　台所で夕食を済ませ、屋根裏の大部屋にあるベッドに寝転がると、すぐに熟睡してしまうほどだ。

　そして朝は誰よりも早く起きて、掃除をする。

　毎日これの繰り返しだ。

　男爵家でマルセルの指導を受けたときは、一日二、三時間程度の練習だった。実際に働いてみると、想像以上にキツいものだ。

「あら？　あんた、どっかの男爵家でメイドしていたんでしょう？　以前の勤め先は、そんなに楽な仕事だったの？」

　マリーナのぼやきが耳に入ったのだろうか。近くで花瓶を拭いているメイド仲間のデボラが、こちらに顔を向けてきた。

　三十代前半のデボラは豊満な体型で、目元の黒子が魅力的の女性だ。あちこちの屋敷でメイド経験をしており、デューリンガー伯爵家には二年前から働いているのだという。

「ええっと、まあ、男爵家では人手も足りていたから、ひとり分の仕事がさほど多くなかったわ」

「へぇ、いいよね。この伯爵家じゃ、ここ数ヶ月で五人も辞めてしまったからね。みんな理由は似たようなものなんだけれど……」

　いきなりガツンと、靴で床を叩く音が耳に入り、デボラは話を途中でやめてしまった。

「あなたたち、仕事をさぼって、なに喋っているの？」

　悪魔のような形相で睨みつけ、マリーナたちの前に現れたのは、メイド頭のベラだ。口もとの皺がさらに凄味を増している。

「申し訳ありませんね、ベラさん。すぐに、あちらの窓を拭いてきますから」

　デボラは「まずい」と思ったのか、軽くお辞儀をして、さっさと去ってしまう。

「ちょっ……デボラ」

　ベテランのデボラと新入りのマリーナでは、要領が違う。

　デボラはこれから始まる説教を回避するため、マリーナを生贄にして逃げたのだ。

「マリーナ、あなたメイドの仕事をなんだと思っているの？」

「はい。大奥さまのお供をする部屋つきや料理担当のメイドと違って、わたしたち下働きは屋敷内を綺麗に掃除するのが仕事です」

「よくわかっているじゃないの。この伯爵家へ来て、一週間の新入りがペラペラとお喋り。まったく最近の若い子は、さぼることばかり考えて」

「別にさぼっていたつもりは……」

　デボラとは少し話をしていただけだ。マリーナはその間も、しっかり手を動かしていた。

「黙りなさい！」

　ベラから恫喝され、マリーナの両肩が竦んだ。

　こんな大声で怒鳴るような女性とは会ったことがなく、心臓が飛び出るのではないかというくらい驚いた。

「現にお喋りしていたじゃないの。あなたたちを遊ばせるために、旦那さまは給金を払っているんじゃないのよ。床掃除ひとつ終えていなくて、にこにこ顔して、ギャーギャーと喋りまくっているんじゃありません！」

「…………」

　ベラはまるでマリーナたちが仕事をせず、騒いで、楽しんでいたかのように、大げさな言い方をしてくる。

　ベルネット男爵家で長年メイド頭をしているマルセルとは大違いだ。

「こちらが注意をしたら、きちっと返事をしなさい！」

「はーい」

　さっき黙れと言ったばかりだから、口を閉じていたというのに、今度は返事をしろと命令される。マリーナはこのベラというメイド頭の考え方には、ついていけそうにない。

「そのだらけた返事はなに？」

「はい、すみません」

　マリーナは顔が引き攣るのを抑え、にっこりと作り笑いをする。

　下手に口答えをしたら、余計に煩そうである。ここは謝り、嵐が通り過ぎるのを待つのが賢明だ。

「だいたい、これはなに？」

「なんでしょう？」

　これとは、なにを指しているのだろうか。マリーナは首を傾げた。

「ここよ、ここ。まだ汚れているじゃないの。しっかり拭いたの？」

　ベラが窓の下の床を指してきたが、そこはきちっと磨いたはずだ。じっくりと目を凝らして見ても、どこが汚れているのか、全然わからない。

「先ほど拭きましたが？」

「これじゃあ拭いたとは言えないわね。もっと磨きなさい」

「またですか？」

　汚れているようには見えないのに、同じ箇所を二度も磨く必要があるのだろうか。無駄な仕事をさせられるなんて、憂うつになりそうだ。

　ベラから嫌がらせされているとしか思えない。

「鏡のように、自分の顔が映るまで磨くものでしょう？　そもそもマリーナ、あなたは十五のときから三年間、ベルネット男爵家で下働きを経て、この伯爵家へ来たのでしょう？」

「はい、そうですわ」

「三年間も下働きをしていて、この程度の床磨きしかできないとは、男爵家ではなにも注意されなかったの？」

「いいえ、特には」

　両親であるベルネット男爵夫妻やマリーナは、そんなささいなことに拘ったりしなかった。

　マリーナから見たベラという人は、とても細かい人だと思う。

「とにかく、明日は旦那さまや大奥さまがお帰りになる予定ですからね。窓や床、花瓶なども、もっと念入りに磨くのよ。わかったわね？」

「はい、ベラさん」

「まったく、最近の若い子はだらしがないんだから」

　ぶつぶつと文句を言いながら二階へ上がっていくベラの背中に、マリーナは首を横に振った。

　この伯爵家では次々とメイドが辞めていると聞いていたが、理解できる気がする。わずか数分の会話で、一気に疲れが生じたからだ。

「ホント、こっちが『まったく』だよね。同じところを何度磨かせる気なんだか」

　先ほどマリーナひとりを残し、まんまと逃げたデボラが戻ってきた。

「デボラ、どこへ行っていたのよ？」

「いいじゃないのさ。煩い人から上手く逃げるのも、下働きの仕事を続けていく上で必要なことだよ」

　デボラの言うことはもっともかもしれない。おかげで何度も床を磨くことになってしまったのだから。

「いえ、こんなところで負けるものですか」

　どうせなら、床が新品同様になるまで床を磨き上げてやろう。そうしたら、きっとベラも驚くはずだ。マリーナは見返してやるのだと、ぎゅっと雑巾を握った。

「マリーナ、適当にやっておけばいいよ。どうせあの人はきちっと仕事をしても文句ばっかりだし、煩く言うのが好きってだけなんだから」

「でも綺麗に磨き上げたら、ベラさんも驚くでしょう？　その顔が見てみたいの」

「馬鹿だね。いくらこっちがきちっとやったところで、あの人は『床を磨くだけで、どれだけ時間がかかっているのっ？』って、怒るに決まっているよ。ベラの言っていることなんざ、まともに聞いていたら精神が参っちゃうから」

「ありがとう。でもとりあえずは綺麗に磨いて、ベラさんの反応を見てからにするわ」

　デボラの言う通りかもしれないけれど、まずは完璧な床磨きをしてからだ。

　それでも文句を言われたら、そのときはデボラのアドバイスに従おう。




　どこの屋敷でも同じだが、使用人たちの朝は早い。

　主人とその家族より先に目を覚まし、各々仕事を開始する。

　下働きのメイドとして雇われているマリーナは、今朝も玄関ホールの掃除だ。

　結局、昨日はどれだけ磨いても、ベラからは褒め言葉が出るどころか無視されただけだった。

「さあ、今日もがんばるわよ」

　マリーナは絶対にベラに褒めさせてやると気合いを入れ、せっせと床を磨く。

　それが終わったら、ようやく朝食だ。

　使用人専用の食堂に、仕事を終えた者らが次々と入ってきて、テーブルに着いていく。

　この伯爵家では、昼と夜は使用人全員で食事をするが、朝だけは異なる。仕事を済ませた使用人から順次、席に着いていく。

　交替で食事をしたほうが、効率がいいからなのだそうだ。

　ベルネット男爵家の使用人らは、朝食も使用人全員で摂る。マリーナは同じ貴族でも、家が変われば全然違うものだなと、非常に興味深く思った。

　そして厨房担当のメイドたちからパンやオートミール、ベーコン、エッグなどが配られ、ようやく食事だ。

「今日はやっと旦那さまと大奥さまがお帰りになるのね」

「煩い人から仕事のことであれこれ言われると、あたしたちも辞めたくなるんだけれどね。旦那さまの姿を見るだけで、やっぱりもう少し続けようって気になるから」

　マリーナの向かい側に座っているマノンとネリーが、楽しそうに主人の話をしている。

　赤毛のマノンはほっそりとした体型をしている。隣のネリーはストレートの黒髪で小柄だ。どちらもマリーナより三歳年上とのことだ。

　昼食や夕食の席では、家令やメイド頭らも同席するから私語は慎まなければいけないのだが、朝食だけは別だ。誰もがゆったりとお喋りを楽しむ。

　デューリンガー伯爵邸において、唯一のくつろげる時間である。

「早く旦那さま、帰ってきてくださらないかしら」

「あのお姿を見ているだけで、目の保養になるもの」

　あと一時間もしたら、この屋敷の当主であるデューリンガー伯爵とその母親が帰宅する予定だ。昨夜は都のホテルで宿泊をしたとかで、今朝は夜明け前に御者が迎えに行ったのだという。

　それはマリーナも聞いてはいるが、はしゃぐようなことなのだろうか。

「ねぇ、旦那さまが帰館されるのが、そんなにいいの？」

　マリーナはパンを千切りながら、マノンとネリーに問う。

「あんたはまだ入ったばかりで、旦那さまと会ったことがないものね、マリーナ。会えばわかるわよ。そりゃあ、もう素敵よ。あたしたち下働きのメイドにも、優しく挨拶をしてくださるしね」

「メイドが素敵な貴族や富豪家と結婚するような物語もあるじゃない？　あんな感じよ。この旦那さまとそんなラブロマンスがあったらなぁって、つい想像しちゃうの」

「そういうものなの？」

　マリーナも実際に働いてみて、メイドの仕事の大変さが実感できた。だから彼女たちが主人に見染められ、貴族の夫人になれたらと夢見る気持ちも理解できる。

「おまけに物腰は優雅で、声を荒立てることはなさらず、知的な方で、憧れの男性なの」

「そうそう、しかもね」

　伯爵がどれだけ素敵な人なのか、マノンたちが懸命に教えようとしているが、マリーナからすればまだ対面したことがない主人だ。どんな青年か、話を聞いても実感が湧かなかった。

「みんな、大変だよ。全員、急いで玄関に集まれって。ベラさんからの指示だよ」

　先に朝食を済ませていたデボラが食堂へ戻ってきて、食事中の使用人らを呼びかけた。

　マリーナをはじめ全員が一斉にスプーンを置く。

　全使用人を玄関に集めるということは、屋敷の主人が長旅から帰館したということだ。

「ひょっとして、もう旦那さまと大奥さまがお戻りになったの？」

「マリーナ。あんた、入ったばかりだというのに、さすが男爵家に勤めていただけあるね。そうだよ。ベラさんが窓から外を眺めていたら、正門から馬車が入ってくるのが見えたとかで、急いで使用人らを集めてきてって言われてさ」

　台所で食事をしていたメイドらは次々と席を立ち、駆け足で玄関まで向かおうとする。さっさと行かないと、またベラから小言を食うからだ。

「食事はあとよ」

「早く行かなきゃ」

　料理人や厨房担当のメイドを除き、伯爵家の使用人すべてが玄関に勢ぞろいする。

　左右に分かれて並び、新入りであるマリーナはデボラの横に立った。

　すでに馬車は玄関前に到着しており、家令やベラが外で出迎えている。

　この屋敷で働き始めて一週間、ようやく当主とその母親と対面できるのだ。どういった方たちなのだろうと、マリーナは少し緊張してくる。

　家令が扉を開けると、伯爵とその母親が姿を現し、使用人らが一斉に頭を下げた。

「お帰りなさいませ、旦那さま、大奥さま」

「お帰りなさいませ」

　先頭に立っている給仕に続き、他の使用人らが声を揃えて挨拶をする。

「ただいま、みんな。こんな早朝に帰ってきて悪かったね」

　入ってきた伯爵が品のいい声で挨拶を返す。

　マリーナは他の使用人らに動きを合わせ、ゆっくりと頭を上げると、そこには彫刻のように綺麗な容姿の青年が姿を見せた。

　柔らかそうな褐色の髪、灰色の瞳は透き通り、引き締まった容貌を際立たせているようだ。すらりと背が高く、非の打ちどころのない美青年だ。

　二十六になったばかりと聞くが、年配者のように落ち着いた雰囲気がある。

　確かにマノンたちがはしゃぐのも無理はない。マリーナも一瞬にして、目を奪われるほどの美貌だ。

「ごめんなさいね。今日の午後、友人と約束があったのを思い出して、少し早目に宿泊先を出たの」

　伯爵に続いて、その母親も館内に入ってくる。おっとりとした品のいい雰囲気の夫人だ。

「あれっ？　ベラ、そこの金色の髪をしたメイドは新しい子かい？」

　伯爵が新顔のマリーナに気づいたようだ。

「はい。ベルネット男爵家からの紹介で、新しく入りました下働きのメイドです」

「ああ、そうだったね。一気に五人も辞めたから、あちこちの知り合いに頼んでおいたんだった」

　男性にしてはやや高い声の伯爵は、爽やかな物言いをする。

「さあ、マリーナ。旦那さま方にご挨拶を」

「はい。旦那さま、大奥さま。マリーナと申します」

　マリーナは再びお辞儀をし、すぐに顔を上げる。

「あの、君は……？」

「はい？」

　伯爵が変わった品物でも見るかのように、マリーナのことを眺めてくる。

　こんな美しい青年に見つめられたら、恥ずかしさから目を反らしたくなってしまう。

「まあ、クラウス。可愛い女の子が入ってきたからといって、そんなに見つめてしまっては失礼よ」

　母親がやんわりと、息子を窘めていた。

「はじめまして、マリーナ。わたくしはアガーテ。デューリンガー伯爵であるクラウスの母よ」

「大奥さま、マリーナです。よろしくお願いいたします！」

「元気のいい愛くるしい娘だこと」

　アガーテからにっこりと微笑みかけられ、マリーナは頬が緩む。

　愛らしいと言ってくれるのは嬉しいが、これはお世辞だろう。

　ベージュに近い金色の髪質は硬く、容貌もバランスがいいとは言えない。碧い瞳はぱっちりとしていて大きいが、鼻や口は小さい。体格も小柄だ。

　周囲からも「愛らしい顔立ちをしている」とよく言われるが、マリーナ自身は凡庸だと思っている。

「とんでもございません。旦那さまや大奥さまのようなお綺麗な方からそのようなお言葉をちょうだいし、恐悦至極に存じます」

　クラウスだけでなく、母親であるアガーテも肌がきめ細やかで、整った美貌をしている。半世紀も生きているとは思えないほど、若々しい。

「ありがとう。嬉しいわ、マリーナ」

「僕は男だから、綺麗と言われても変な感じかな」

　愉快そうにクスッと笑うクラウスを見て、マリーナは主人であるクラウスに好意的な印象を持った。

「マリーナ、あなたは下働きのメイドでしょう。旦那さまや大奥さまと挨拶以外、親しく話をしないように」

「あ、申し訳ありません」

　クラウスたちの後方にいるベラから厳しく注意され、マリーナはまた頭を下げた。

「ベラ、そこまできつく言わなくてもいいでしょう？　マリーナが怯えてしまうわ」

「いいえ、大奥さま。若い娘というのは、最初が肝心です。ここで甘やかしては、すぐに調子に乗るものです。メイド頭が徹底的に鍛えることで、若いメイドは立派に成長していくものなのです。わたしも十代のころは、当時のメイド頭から厳しく仕込んでいただきました」

「あなたがそうだから、うちはメイドが……」

　メイドが長続きしないのだと、アガーテは言いたかったのだろう。

「ああ、ところでマリーナ」

「はい、なんでしょう、大奥さま」

「あなた、どこかで会ったことなかったかしら？」

「いいえ。大奥さまとは初対面です」

　マリーナはにっこりと笑い、さらりとかわした。

「母上、ひょっとしてマリーナと似た人を見かけたことがあるのでは？」

「そうかもしれないわね。世の中、似た人はいくらでもいるから」

「案外、身近に似た人がいるのかもしれませんよ」

　クラウスが意味ありげに微笑んでくる。まるでマリーナのことを知っていると言わんばかりだ。

　クラウスやアガーテと顔を合わせるのは初めてのはずだが、彼らが公の場所で、マリーナの姿を目にしていた可能性はある。

　正体に気づかれないように、注意しておかなければいけない。

「ねぇ、ひと月ぶりに見る旦那さま、ますます素敵になられたわよね」

「ほんと、目の保養になるわぁ」

　出迎えが済むと、マノンとネリーが台所へ向かいながら、早速クラウスを話題にしている。

「マリーナはいいわね。旦那さまに気に入ってもらえたみたいで」

「そう？　わたしが新顔だから、旦那さま方が挨拶をしてくださっただけのことでしょう？」

「それでもよ。あたしたちは最初に旦那さまに紹介されたとき、『これからよろしくね』だけで終わったわ。その後も気さくに声をかけてくれるけれど、朝の挨拶程度よ。旦那さまにじーっと見つめられたことなんて全然ないわ」

「そうなの？」

　クラウスがマリーナのことをじろじろ見ていた理由など、知るわけがない。マノンから文句を言われても困る。

「マリーナ、旦那さまは独身だけれど貴族よ。物語のように、メイドが貴族の奥方になれるなんてあるわけないんだから。夢を見るだけ無駄ですからね」

「はあ？」

　さっき物語に憧れて、きらきら目を輝かせていたのは、ネリーのほうだ。マリーナは呆れるも、実際彼女たちは物語の世界に浸り、玉の輿を狙っていたのだろう。

「とりあえず朝食を済ませて、仕事しなきゃ」

　容貌の整った美しい青年伯爵と恋仲になれたらという夢見る彼女たちの気持ちもわかるが、メイドとして雇われているからには、まずは仕事が優先である。

　マリーナは今日も一日がんばろうと決め、食堂に戻り、食事を済ませた。




　デューリンガー伯爵であるクラウスとその母アガーテが帰宅してから、一週間が過ぎた。

　マリーナはいつものように床や窓、調度品などを拭く。

　煩いベラを見返そうとがんばっているのだが、まったく褒められたことはない。せいぜい「よろしい」と、澄ました顔で立ち去るくらいだ。

　古参のメイドからしたら、ベラの「よろしい」は合格点なのだそうだ。

「もっと素直に『綺麗に磨けたわね』と、笑って褒めてくれてもいいのに、この伯爵邸のメイド頭は代々あんなに冷めているのかしら？」

　ふぅっと息を吐いて、ぼやいていると、カツンと背後から足音が耳に入る。

　ベラがチェックに来たのだろうか。もしそうなら、今の呟きを聞かれたかもしれないと、マリーナは恐る恐る振り向いた。

「旦那さま！」

「おはよう、マリーナ」

　ベラでなくてよかったが、クラウスでも同じことだ。下働きのメイドが上司に文句を言い、さらにその雇い主が聞いたとあっては、伯爵邸から追い出されてしまうかもしれない。

「あの、旦那さま」

「なに？」

「今の……その……わたしのひとり言……なのですが」

　なんと説明していいのか、マリーナは必死で言い訳を考える。

「ああ、我が家のメイド頭が代々冷めているっていう話？」

「やっぱり聞こえていたのですかっ？」

　雇い主の前で仕事の不満を口にするなど、もってのほかだ。このままでは目的を果たすことなく、解雇される。

「えっと、旦那さま……あの……」

　マリーナはデューリンガー伯爵家のメイドを辞めるわけにはいかない。なんとか言い訳を考えなくてはと頭を巡らせるが、なにも思い浮かばず焦るばかりだ。

「ベラのことなら、僕も頭が上がらないんだ。小さいころはよく面倒を見てもらったからね。ごめんね」

「はっ？」

「彼女は母が嫁いできたとき、実家から一緒についてきたメイドのひとりでね。僕たち親子への忠誠心が強いのはいいんだが、熱すぎて周囲がついていけないんだ。僕や母がやんわりと注意はしているんだけれど」

　母であるマヌエラから「あの家はメイドがよく辞めていくと聞いているわ。あなたを伯爵家へ送るのは不安よ、マリーナ」と、心配されたが、マリーナは承知の上で、この伯爵家に来たのだ。なんの問題もない。

「平気です。ベルネット男爵家でも他のメイドが話していました。彼女の以前の勤め先だった家では、主人からひどい仕打ちをされて大変だったと。それに比べたら、なんともございません」

「マリーナは強いな。僕はがんばり屋で強い女の子は好きだよ」

「えっ？」

　クラウスからさり気なく「好き」と告げられ、マリーナの心臓がほんの一瞬跳ね上がった。

　ひょっとして出逢ったばかりで、愛の告白をされたのだろうか。

　いや、違うはずだと、マリーナは頭の中ですぐに否定した。

　クラウスは強い女の子が好きというだけで、マリーナに告白をしたわけではない。それでも美しい顔立ちをした主人から優しく労わってもらえると、胸が騒がしくなる。

　こういう感情は生まれて初めてで、どう表現すればいいのか、マリーナはまだ知らなかった。

「ところで、マリーナ」

「はい、なんでしょう？」

「どうして君、うちでメイドしているの？」

「数ヶ月ほど前、人手が足りないからメイドを紹介してほしいと、ベルネット男爵家に頼まれたのは、伯爵家側ではございませんか」

　クラウスはなにを意図して質問してきているのだろう。もしマリーナのことを怪しんでいるのであれば、慎重に受け答えをしないと立場が悪くなるかもしれない。

「うん、ベルネット男爵家だけではなく、他の家にもお願いしていたんだけれどね。で、なぜ男爵家が君を派遣したのかが知りたいんだ」

「伯爵家でメイドを探しているから、誰か行ってくれないかと、男爵夫人が話をされたので、わたしが手を挙げただけのことです」

「それだけ？」

「はい」

　うっかり口を滑らせないようにしなければと、マリーナは簡素に返事をする。

「じゃあ、君はなんのためにメイドをしているの？」

「生活のためです。他のメイドたちと働く理由は同じですわ」

「生活のため、ねぇ」

　クラウスの疑っているような口調に対し、マリーナはにっこりと微笑む。こちらが焦れば、余計に怪しまれるからだ。

「わたしの素性が気になるのでしたら、男爵夫人に問い合わせしていただいてかまいませんが？」

　この件については、マヌエラとは打ち合わせ済みだ。もしマリーナの身元について問い合わせがあったら、男爵家側から「下町に住む職人の娘」と回答することになっている。調べられて困ることはひとつもない。

「いや、実は数ヶ月前、公爵……」

「マリーナ！」

　クラウスが言いかけたところへ、またもやベラが姿を現した。マリーナはもちろん他のメイドたちの仕事ぶりをチェックするためなのだろう。

「ベラさん！」

「下働きのメイドが旦那さまやそのご家族と口を利くなんて、大変失礼なことよ。なんて図々しい」

「はい、すみません」

　ベルネット男爵家では、マリーナの父親が飾らない性格だったからか、マリーナも下働きの使用人らと他愛のない話をしていたものだ。だからここでクラウスと会話をしていても、マリーナは特に気に留めてはいなかった。

　それでもこの場は喧し屋のベラのおかげで助かったかもしれない。これ以上質問を繰り返されたら、どこで口を滑らせてしまうかわからないからだ。

　マリーナはすぐ仕事に戻り、窓を拭く。

「ベラ、マリーナを叱らないでくれないか。僕から話かけたんだから」

「いいえ。旦那さまから声をかけられるマリーナが悪いのです」

　マリーナからすれば、ベラの理論はメチャクチャだと思うのだが、こういう考え方の貴族の家は多いのだろう。ベルネット男爵家のような考え方のほうが少ないのかもしれない。

「マリーナ、食後でいいから、あとで大奥さまのドレッシングルームの掃除もしておくように」

「はい、ベラさん」

　マリーナは窓を拭きながら、返事をする。

　クラウスもまた、やれやれとため息を吐きながら、その場を去ってしまった。ベラにはなにを言っても無駄だと思っているのかもしれない。




　クラウスの母アガーテの衣装が片づけてある部屋は、二階の中央だ。

　マリーナは雑巾を手に衣装部屋に入ると、そこには数えきれないほどの普段着や外出着、夜会用のドレスなどがハンガーにかけられてある。

　壁には、身長よりも高いミラーが設置されていた。おそらくここで着替え終わった自身の姿を確認するのだろう。

　そしてチェストも何台かある。この中にアクセサリーなどが入っている可能性もある。

「思ったより早く調査できそうだわ」

　マリーナがこの伯爵家へ潜り込んだ目的が、おそらくこのドレッシングルームにあるはずだ。

　ただし万が一、調査中にベラがチェックしに来たら困る。掃除をしながらひとつずつ調べていかなくてはいけない。

　まずはカーテンを開け、空気を入れ替える。次に絨毯にブラシをかけ、窓を拭く。

　そのあとはチェストだ。同じように雑巾で拭きながら、静かに引き出しを開ける。

「大奥さま、泥棒のような真似をして申し訳ありません」

　本人がいるわけではないのだが、マリーナは気持ちの問題として謝罪した。

　中身を確認すると、入っていたのはハンカチや小物の類だ。

　次に鏡台を拭きながら、引き出しを開けてみる。マリーナの探しものは、ここにもない。

「鍵がついていないのに、高価なものを片づけておくわけないわよね」

　もしドレッシングルームになかったら、どこを探せばいいのだろう。アガーテの私室か寝室、あるいはまったく別の部屋に保管してあるのか。

「あら？」

　マリーナは今拭いている壁かけミラーの造りが、少々変わっていることに気づく。

　ミラーの下の底にくぼみがあるのだ。そのくぼみに指をかけ、少し力を入れて前に引っ張ってみたら、カチッと動いた。

「これは！」

　鏡が扉になっており、その中は棚になっていた。上から一段ずつネックレス、ブローチ、指輪、宝石などが並べられてある。

「ここに宝飾品を片づけてあったんだわ」

　もし目的のものがこの中にあれば、明日にでも伯爵家を出ていける。

「ええっと」

　マリーナは上から一段ずつ、左から右へと目を追っておく。すると一番下の段の端に置いてあったエメラルドグリーンのブローチが目に入る。

「これだわ」

　全体的に王冠のようなデザインで、真珠と水晶の粒を八角形で彩り、真ん中に輝いたエメラルドの宝石のブローチを、マリーナはずっと探していた。

「本当にそっくり」

　マリーナはポケットに入れておいたものを取り出す。

　アガーテのものとまったく同じデザインで作られたブローチだ。大きさや形だけではなく、細部にいたるまで寸分たがわず作られている。

「これさえ確認できれば、伯爵家に用はないわ」

　マリーナは静かに鏡を閉じた。

　急いで自分の持っていたブローチをポケットに入れようとすると、突然ノックもなく、部屋の扉が開く。

「マリーナ、なにをしているのっ？」

「ベラさん！」

　マリーナはブローチを力強く握った。

　ベラがチェックのため入ってくることは予想していたとはいえ、ブローチの確認に神経が集中しすぎていた。

「今の見たわよ。手に持っているものをポケットに入れようとしていたわね？　見せなさい」

「これは……あの」

　手にしているブローチはアガーテのものではなく、マリーナの所持品だ。誰に見せようと、後ろめたいことなどない。

　問題はアガーテのブローチと同じデザインということだ。

「早く出しなさい、マリーナ」

　両目の釣り上がったベラから睨まれ、マリーナはその迫力に一歩後退る。

「出さないつもり？」

「でも、これは……」

　険しい顔をしたベラが、扉から早歩きでマリーナのもとへと向かってきた。

「見せなさいっ」

「あっ」

　ベラから有無を言わさず、手にしていたブローチをさっと取り上げられる。

「このブローチは大奥さまのものね？　数ヶ月前のリヴィエール公爵家主催の夜会で、胸元におつけになったのを憶えているわ」

　数ヶ月も前にアガーテがつけていたブローチをよく憶えているものだと、マリーナは感心する。オリジナル・デザインとは聞いているが、一風変わった形のブローチというわけでもないはずだ。

「大奥さまのブローチをどうして持っているの？　しかも宝石を素手で触るなんて、なんてこと。あとで拭いておかなくては」

「それは大奥さまのブローチでは……」

　アガーテのブローチではなく、最初からマリーナが持っていたものだ。そう説明をしたいのだか、今は事情を話すわけにはいかない。

「だいたい宝飾類の置き場所は、一部のメイドしか知らないというのに、どうやって見つけたの？」

「どうって言われましても」

　注意深く観察し、掃除をしながら見つけたとしか言えないのだが、それも話せない。なんのためにアガーテのブローチを探していたか、話さなくてはいけないからだ。

「メイドの振りをして盗みを働く輩がいると聞くけれど、まさかマリーナ、あなたの目的は……」

「違います、ベラさん！　わたし、窃盗目的でメイドとして入ったわけではありません」

　マリーナはなんとか誤解を解かなくてはと必死に否定をするが、ブローチを手にしていた以上、ベラを納得させるような理由が思い浮かばない。

「窃盗犯がこの伯爵家に潜り込んでいたとは、なんて恐ろしい。すぐに旦那さまを呼んで、警察に連絡しなくては」

「警察っ？」

　マリーナはなにも悪いことはしていない。警察に突き出されたところで、事情を説明すれば釈放されるだろうが、騒動になるのは好ましくない。

「なにを騒いでいるんだい？　僕がどうしたって？」

　ベラの大声が部屋の外まで漏れたのか、タイミングよくクラウスが心配そうな顔で、マリーナたちの前に姿を現した。

「旦那さま、よいところに」

「ベラ、なにかあったのかい？　ドレッシングルームの前を通りかかったら、警察がどうとかって物騒な話をしているし」

「このマリーナが大奥さまのブローチを盗んだのですわ」

　ベラがクラウスに、マリーナから奪ったブローチを差し出してしまった。これでは取り返せない。

「わたし、盗んでいません！」

　そのブローチはマリーナのものだ。返してほしいけれど、どう言い訳すれば、ベラたちに理解してもらえるのか。

「ああ、さっき僕がマリーナに頼んだんだ。鏡の奥にある母のエメラルドのブローチを持ってきてくれって」

「はっ？　旦那さまが？」

　ベラが面喰い、マリーナもまたクラウスからの意外な言葉に目を丸くする。

「綺麗なエメラルドだし、ふと見たくなってね。で、マリーナに持ってきてくれって言ったんだ」

「マリーナは入ったばかりの下働きのメイドですよ。そんな者に頼むだなんて。なぜ大奥さまの部屋つきメイドか、わたくしに仰ってくださらなかったのですか？」

「マリーナは一生懸命仕事をしていたし、がんばる子だよ。そういう子は信用できるから」

「左様でございますか」

　長年勤めているメイド頭の言い分を鵜呑みにしないで、この場を収めようとしてくれるクラウスに、マリーナは嬉しくて頬が緩んでしまう。

　綺麗な容姿をしているだけではなく、なんという寛大な心を持った人なのだろうか。マリーナはクラウスに対し、心から敬服する。

　もし主人とメイドではなく、どこかの夜会で出逢っていたら、マリーナはクラウスに魅了されていたことだろう。

　逆にベラは納得がいかないのか、不服そうな目でマリーナを睨みつけてくる。

「このブローチも僕が片づけておくよ。ベラは仕事に戻ってくれていいから」

「畏まりました。さあ、マリーナ。あなたには他の仕事をやってもらうから、さっさとここから出ていきなさい」

「いや、マリーナにはまだ用事がある。ベラだけ先に行ってくれ」

「旦那さまがそう仰るのでしたら」

　ベラがしぶしぶドレッシングルームから出ていくと、室内にはマリーナとクラウスだけになってしまった。まさかふたりきりになる時間ができるなんて。また胸が騒がしくなりそうだ。

「旦那さま、ありがとうございます。助かりました」

　クラウスが庇ってくれた理由はわからないが、マリーナは感謝だけは伝えたいと、お辞儀をする。おかげで騒動にも警察沙汰にもならずに済んだのだから。

「礼はいいよ。それより君はどうして母のブローチを持っているんだい？」

「えっと、それは……その」

　マリーナはクラウスがこのまま見逃してくれるのではないかと、ほのかに期待していた。やはりブローチを持っていた理由を問われ、エプロンをぎゅっと握りしめる。

「しかも本物そっくりに作ってあるけれど、これはレプリカだね？」

「えっ？」

　クラウスの言う通りレプリカではあるが、本物と寸分変わらず作ってある。素人が偽物と見分けられるのは難しいはずだ。

「僕や母は、宝石の類が好きでね。偽物など見破る自信はあるよ」

「そうなのですか」

　マリーナでさえ、最初はレプリカとわからなかったのに、クラウスはまるで宝石商並みの目利きだ。

「君はなんのためにレプリカまで作って、我が家にメイドとして忍び込んだんだい？」

「旦那さま……あの」

　クラウスが扉の鍵をかけ、一歩ずつ近寄ってくる。

　マリーナは少しずつ後ろへ下がるが、すぐに背中が壁に当たってしまった。

「あっ」

　顔の真横をクラウスの両手で挟まれ、逃げ場所がなくなる。

　しかもクラウスの目は真剣だ。確実にマリーナを疑っている。

「とりあえずレプリカは君に返そう」

「あ……ありがとうございます」

　クラウスからレプリカを受け取ると、マリーナはすぐにポケットへ片づけた。

「マリーナ、君は母のブローチとレプリカを入れ替えて、本物を盗むつもりでいたの？」

「いいえ。わたし、盗みを働くなんてしません！」

　マリーナはなにも悪いことはしていないのだから、正々堂々としていればいい。ここで怯んだら、窃盗目的でメイドに入ったと言っているようなものだ。

「じゃあ、どうして母のブローチとそっくりのレプリカを持っている？」

「今はお話しするわけには参りません」

「今は？　じゃあ後日改めて話すということ？」

「はい」

　近いうちに話せるときがくる。そのときまで絶対に、伯爵家の人たちには言えない。

「僕は気になる。今、話してくれないかな？」

「申し訳ありません。今はできないのです。お許しください」

　マリーナは数回ほど首を横に振り、拒否を示した。

「君はうちのメイドだ。不審な行動があれば、当主である僕が徹底して調べないと」

「調べられてもできません」

「主人である僕の命令でも？」

「はい」

　マリーナははっきりと断る。

「じゃあ、身体に問うしかないね」

「身体って……」

　まさか、とマリーナは両目を瞑り、身を守るかのように自らの両腕を交差して握り、クラウスから防ぐ。

　ベルネット男爵家のメイドのひとりが、以前の勤め先の主人から暴力を振るわれ、着の身着のまま逃げ出してきたと言っていたことがある。

　マリーナも暴力を振るわれると、思わず身を竦めた。

「マリーナ、ひどいことはしないよ。君が本当のことを話してくれないのなら、ちょっとしたお仕置きをするだけだ」

「お……お仕置きっ？」

　ひどいことをしないなら、なぜお仕置きをしようとするのか。クラウスの言っていることは矛盾している。

「とても気持ちのいい拷問だよ」

「拷問って……あっ」

　マリーナは薄らと目を開けると、そこには近寄ってくるクラウスがいた。

「旦那さ……」

　驚く間もなく、クラウスの口がマリーナの唇を塞いでくる。

「ん、ん」

　突然の不意の出来事に、マリーナはただ茫然と瞬きを繰り返す。

　裕福な貴族の娘として生まれ、両親から大切に育てられたマリーナには、生まれて初めてのキスだった。

「ん……」

　噂話でしか耳にしたことがないキスという行為は、この上なく甘美だ。

　まるで蜜のような甘い種類のワインを飲んだ気分で、酔いしれそうになる。

「だ……や……」

　クラウスが息継ぎのために、わずかに唇をずらしてきたとき、やめてほしいと請うつもりが、言葉にできなかった。

　キスをされるのが、こんなにも胸が熱くなるものだとは想像しなかった。相手に吸い込まれ、全身の力が抜けていきそうだ。

「やめ……」

　マリーナがわずかに口を開くと、クラウスはその隙を狙うかのように、唇を割って舌を潜り込ませてくる。

「うっ」

　クラウスから口内をくまなく舌で掻き乱され、その蕩けるような甘さに、マリーナは頭の芯が熱くなった。

　お仕置きすると言っていたのに、なぜこんな情熱的なキスをしてくるのだろう。

　まるでマリーナに好意を抱いていると、懸命に伝えてきているようだ。

「んっ？」

　クラウスがキスを続けながら、マリーナの腰に手を回し、エプロンのリボンを解いてきた。

「旦那さま？」

　クラウスからエプロンを外され、続けて襟元に両手が伸び、ボタンをひとつずつ外されていく。

「なにを……なにをなさいますのっ？」

「さっき言ったばかりじゃないか。君が正直に答えないのであれば、気持ちのいいお仕置きをするって」

「お……お仕置きが気持ちいいわけないです。鞭で打たれたりして、とても痛いと聞いています」

「君は鞭で打たれたいの？」

「とんでもございません！」

　マリーナ自身は鞭で打たれた経験はないが、想像するだけで背筋が凍りそうだ。

「僕も人を痛めつけるのは好きじゃないな。だから君を気持ちよくして、我が家に潜り込んだ目的を白状させるんだよ」

「ああっ？」

　マリーナの胸元が開かれ、クラウスの手が入ってくる。柔らかな乳房を軽くつかまれ、なんとも言えないような感触が走った。

「あ……旦那さま……」

　どうにかしてクラウスの手を振り払い、逃げなくてはいけない。

　それなのに、マリーナは抗う気力すら吸い取られたように、クラウスの自由にされてしまっている。

　なぜなら嫌悪感がまったくなく、むしろこのまま流されてもかまわないという感情のほうが強いからだった。

　どうしてそんな気持ちになってきているのか、マリーナ自身もわからないでいる。

「マリーナが白状するのなら、すぐにやめるよ」

「だから今は……あんっ」

　クラウスから胸の頂上にある紅い粒を人差し指で突かれ、変にいい感じが身体を走った。

「な……に？　この感じ」

　粒を軽く押され、ぐりぐり回される。これを数回繰り返されたと思ったら、今度は親指と人差し指で摘まれる。

「あ、ふぁ。あ……」

　指先で弄られるほど、不思議なほど高揚感が漂ってくる。

　どんどんクラウスから過激なことをされていっているのに、マリーナは拒絶できそうになかった。

「ちょっとは気分が乗ってきたのかな？」

「乗る……？」

　この霧の晴れないような、それでいて奇妙で心地よい感覚が、気分が乗っているということなのか。

「ひょっとして、まだ気分が乗っていないとか？　じゃあ、もっと恥ずかしいことをしないとね」

「あっ、なにをっ？」

　クラウスから素早く上半身を脱がされ、異性の前で肌が露わになる。

　このまま流されてはいけない。平常心に戻らなくてはと、マリーナはとっさに両手で胸を隠した。

「旦那さま、恥ずかしいです。お願いですから、これ以上は……」

「これは主人の言うことを聞かなかったメイドへのお仕置き。これ以上のことをされたくなかったら、正直に話してくれるかな、マリーナ？」

「そんな」

　口が裂けても言うわけにはいかない。自分の役目はここまでだ。そのあとのことは、マリーナが決めることではないからだ。

「マリーナ、両手を下ろして、君の可愛らしい胸を見せて」

「でも……」

「主人の命令に背く子は、こうだよ」

　クラウスがスカートの裾を捲り上げてきて、内股へと手を伸ばしてきた。

「あ……そんなところ……」

　もっとも恥ずかしい箇所に、平気で手を忍ばせてくるなど、マリーナには信じられなかった。やめてほしいと思いつつも、やはり抗えない自分がいる。

「や……や」

　ほんの少し触られただけで、胸よりも感じる。

「気持ちいいだろう？」

「はい……いえ」

　マリーナは正直に返事をしてしまいそうになった。

「どっちなの？　もっとよくすれば、はっきり答えてくれるかな？」

「えっ？　いや……あ、あぁ」

　内股にあるクラウスの手が動き始め、マリーナに衝撃が走った。秘裂をなぞられ、揉まれているだけなのに、経験したことのない快感が身体中を駆け巡る。

「いや、なに、これ？」

　甘い疼きが頭の芯まで届くと、もっとたくさん弄ってほしいと、はしたないことばかり考えていく。

「もう、こんなの……あふぁ」

　なんていいのだろうと、愉悦のあまり涙が出そうになると、マリーナはすぐさま我に返った。

「ダメッ」

　マリーナは正気にならなければと、胸から手を離し、指を歯で噛んだ。

　胸を隠すだけなら、片手だけでも十分だ。

「マリーナ、口から手を離して」

「んん」

　絶対に離さないと、マリーナは首を横に振る。

「君はがんばり屋だけあって、頑固だな」

　クラウスはクスッと笑うと、さらに指の動きを加速させてきた。

「あ、や」

　マリーナは歯に力を入れ、痛みでごまかそうと試みるも、快感のほうが増してきている。

　身体がクラウスの動向に合わせるかのように、ビクンビクンと肩が跳ね、自分でも抑えきれない。

　この楽園にいるような気分に、どんどん誘惑されていく。あっという間に、快楽に落ちてしまった。

「ああん、旦那さま、もう」

　マリーナは我慢ができなくなり、無意識にクラウスの両腕をつかんだ。

　胸が曝け出されようが、与えられる快楽のほうが勝ってしまったのだ。

「ようやく君の可愛い胸を披露してくれたね。ぷるんとして、プディングのようだ」

「うぅ」

　クラウスからじっと胸部を観察されているからか、胸の粒がピクンと反応する。

「ここが硬くなっている」

　クラウスの品のいい指先で粒を押され、小さな円を描くようにぐりぐりと動かされる。

「ふぁ……そこを」

　上と下の感じるところを同時に弄られ、さらなる快楽を求め、マリーナは身体を揺らす。頭がもうクラウスの自由にされることしか望まなくなってきた。

「そこを？　どうするの？」

「わ……からないですけれど……ふにゃ……にして」

「僕も君の言っていることのほうがわからないんだけれど？」

　マリーナも初めて体験することだけに、適当な単語が思い浮かばず、クラウスにどう伝えたらいいのかわからないのだ。

「お願いです。なんとかして……ください」

　この気持ちの昂りを抑えてほしい。それはクラウスにしかできないはずだ。

「じゃあ、君はどうしてレプリカを持って、我が家にメイドとして潜り込んできたのか言うんだよ、マリーナ」

「あ、はあ、あ……それは……は……はぁ」

「なに？」

　マリーナは思わず口が滑りそうになり、なんとか喘ぎ声でごまかした。

「マリーナ、はっきりと言って」

「ああっ」

　クラウスの手の動きが加速してくる。マリーナはもう甘美な世界の虜になっていき、他のことなどなにも考えられなくなっていった。

「マリーナ、さあ」

「あ……あぁ。わた……わたしは……確かめたかっただけ」

「確かめる？　母の持っているブローチと君のレプリカをかい？」

「そう……ああん」

　もう少しで、なにかに届きそうになった。クラウスの質問に答えるより、今はこっちを優先したい。

「マリーナ、正直に話してごらん。そうしたらもっといい感じがするから」

「ふあっ……寸分違わぬデザイン……であったなら……はあ、はあ……それでわたしの目的は終わり。この屋敷を……辞め……あ……もうダメ……ああぁっ」

　すべてを言い終わらないうちに、天国への階段を登り詰めたような感覚に襲われる。

　じわじわとした高揚感が解放されていく気分だ。

　マリーナの口からは、もう卑猥な声しか出てこなかった。










第二章

甘いメイド生活











　その夜、仕事が終わり、屋根裏のメイド部屋に戻ったマリーナは、すぐさまベッドカバーを頭から被り、全身を縮こませた。

　昼間、クラウスからされたことを忘れたいのに、頭から離れない。

　思い出すだけでも頬がじんじんと熱くなり、ますます鮮明に思い出され、マリーナは眠れなかった。

　クラウスからのキスは甘く、まろやかだった。唇に触れられた瞬間、心を奪われそうになるほど衝撃だった。

　男性なのに美しい容貌をしていて、魅力的だというのに、下働きのメイドを庇う優しいところもある。マノンやネリーが惹かれるのも頷ける。マリーナもまた同じだからだ。

　クラウスから触れられ、胸の鼓動は落ち着かず、今夜は眠れそうにない。

「どうしたの、マリーナ？　風邪でも引いたの？」

　マリーナが身体ごとカバーに潜っているからか、デボラが心配してくれたようだ。

「ううん、なんでもないわ。ちょっと疲れただけなの」

「そう。じゃあ、もう明かり消すよ。ネリーとマノンも寝ちゃったし」

「ええ、いいわよ」

　この屋根裏は四人部屋だ。マリーナは扉から一番奥のベッドを借りていて、デボラの隣だ。

「おやすみ、マリーナ」

「おやすみなさい、デボラ」

　ランプの明かりが消え、室内が真っ暗になっても、マリーナの頭の中は昼間の出来事が鮮明に蘇る。

　あまりの気持ちよさに、それだけを追い求めた。まさに甘い拷問だ。

　クラウスの優美な手つきで責められ、官能的な囁きで問われ、何度口を滑らしそうになったことだろう。

　これ以上クラウスの近くにいたら、感情を抑えきれなくなり、離れられなくなる。

　目的は果たしたのだから、明日にでもこの屋敷を辞めると伝えよう。また淫らなことをされ、詰問されたら、すべて打ち明けてしまうかもしれない。

　明日にでもここを出ていかなければと、マリーナは蹲りながら拳を握った。




　マリーナは今日も朝から床や窓を磨いたり、掃除を指示されたりと忙しい。

　仕事を始める前に、家令に「本日づけでお暇をいただきたいのですが」と伝えようとしたのだが、先にベラから用事を言いつけられてしまい、タイミングを逃したのだ。

「はあ」

　マリーナは客間の掃除をしながら、大きなため息を吐いた。

　夜にでもそっと抜け出してしまうことも考えたが、なにも言わずに辞めてしまったら、マヌエラに迷惑がかかる。それだけはできない。

「さっさと辞めるって言わないと」

　ベラの性格から察して、雇われて一ヶ月もしないうちに辞めるのかと説教されそうだが、この伯爵邸にいたら、クラウスからなにをされるかわからない。平常心を保てる自信がない。

　マリーナは掃除が終わると、雑巾やバケツなどの道具を一式持って、部屋を出る。

「マリーナ、ちょうどよかったわ。客間の掃除は終わったの？」

　ベラが急ぐようにして、マリーナのもとへとやって来る。もしかして、他の用事も言いつけてくるつもりだろうか。

　まだ家令には伝えていないが、ベラにも辞めることを話しておいたほうがいいだろうと、マリーナは決意するかのように喉を鳴らした。

「はい、ベラさん、終わりました。ところでわたし、本日を持ちまして……」

「終わったのならいいわ。旦那さまの部屋にお茶を運んでほしいの」

「はっ？」

　ベルネット男爵家では下働きのメイドの仕事ではあるが、この伯爵家では給仕専用の使用人がいる。なぜマリーナに頼んでくるのか。

「旦那さまがあなたを指名してきたのよ。今台所でお茶の用意をしているから行きなさい」

「は、はいっ」

　マリーナはベラから命じられて、急いで地下の台所へと下りていく。

　テーブルにはトレイの上に香りのよい茶の入ったポット、カップ、そして美味しそうなビスケットが置かれていた。

「マリーナ、これを旦那さまに持っていって」

「はい」

　料理担当のメイドからトレイを受け取ったマリーナは、三階にあるクラウスの部屋まで向かう。

「結局また言いそびれてしまったわ」

　マリーナはぶつぶつと呟きながら、階段を上っていく。

「なにを言いそびれたんだい？」

　二階まで到着したとき、ちょうど掃除道具を手にしているデボラとばったり会った。

「別になんでもないわ。デボラは廊下の掃除をしていたの？」

「違うよ。ベラさんの命令で、大奥さまのドレッシングルームや寝室をね。一昨日マノンがやったばかりだっていうのにさ」

「そう。じゃあね」

　アガーテのドレッシングルームなら、昨日マリーナも綺麗にしたばかりだ。それなのに、ベラはまたデボラに掃除をさせていたのか。

　同じところを何度も磨かせるなど、ベラらしい。

「ううん、掃除のことより、問題は旦那さまだわ」

　昨日のことは、思い出すたびに身体が火照るというのに、今からその原因であるクラウスと顔を合わせるのだ。

　茶を運んで、それですぐに退室させてもらえるだろうか。

　また身体に触れられたら、どうすればいいのか。

　マリーナはクラウスの部屋の前に立ち、対策を練った。

　部屋に入り、カップに茶を注いだら、素早く逃げる。これしかない。

　マリーナは自らを落ち着かせようと、すぅっと息を吸って、吐いた。そして二回ノックする。

「旦那さま、マリーナです」

「どうぞ」

　扉の向こうからクラウスの声がしたので、マリーナは取っ手を回す。

「失礼いたします」

　室内には、クラウスが書類を手にくつろいでいた。おそらく伯爵家の領土や管理など、当主としての仕事関係のものをチェックしていたのだろう。

「お茶とビスケット、ここに置いておきますね」

　マリーナはトレイに載せてあるものをテーブルに置き、急いで扉まで戻ろうとした。

「待って、マリーナ」

「わたし、このあとまだ仕事がございますので」

　家令やベラに暇乞いを伝えるための最後の仕事だ。

「大丈夫だよ。マリーナには用があるから、少し貸しておいてくれと、ベラには伝えてあるから」

「えぇっ？」

　マリーナはもう辞めるのだ。辞める以上、クラウスは主人ではなくなる。だから拒否をしても問題ないはずだ。

「お断りいたします」

「主人の命令だよ」

「わたし、これにてお暇させていただきます。このあと家令とベラさんにお話しするつもりです。よって旦那さまは今日限り、わたしのご主人ではなくなります」

　この場をもって、マリーナにとってクラウスは身分ある貴族のひとりというだけだ。命令される筋合いはない。

「君、辞めるつもりでいたの？」

「当然です。あ……あんな恥ずかしいことされて、平然とメイドの仕事を続けるなんて、とても……」

　思い出すだけで頬が熱くなっていく。それでもマリーナは必死に心情を訴えた。

　もちろん実際に辞める理由は、目的が達成されたからなのではあるが。

「恥ずかしい？　へぇ、あんなに涙ぐみながら『あんあん』と、僕の手を求めておいて？」

「あ……え……うぅ……そ……」

　クラウスから羞恥心を煽ることを言われ、なんと返答していいのか言葉が出ず、一気に顔中の熱が上がってくる。

　ベラから庇ってくれたときは、尊敬できる人だと思っていたのに、こうしてマリーナを辱め、楽しんでいるクラウスはひどい主人だ。

「し……しつ……失礼しますわ、旦那さま。もう二度とお会いすることはないでしょう」

「待ちなさい」

　クラウスが立ち上がり、扉を開けようとしたマリーナの手を取ってきた。

「旦那さま、放してくださいっ」

「君はまだ辞めさせない。家令やベラにも伝えておく」

「わたしには辞める権利があります。現にこの伯爵家では、一気に五人も辞めたというではありませんか。わたしだけ辞められないなんて」

「でも君はダメ。我が家に潜り込んだ目的を全部白状するまで、辞めることは認めない」

「あんまりですわ」

　クラウスの態度はまるで暴君のようだ。

「あっ？」

　クラウスが屈み込み、マリーナの背中と両足にそれぞれ手を伸ばし、いともたやすく持ち上げてくる。

「旦那さま、なにを？」

「主人の言うことを聞かないメイドには、再度お仕置きが必要かな？」

「えぇ？　ちょっと、待っ……」

　クラウスから抱きかかえられたマリーナは、ソファに寝かせられる。

　すぐに起き上がろうとしたのだが、クラウスが覆い被さってきて、逃げられなくなってしまう。

「旦那さま……」

　マリーナには、クラウスがなにをしようとしているのか、予測はできている。昨日と同じことをしようとしているのだ。

「マリーナ、さあ続きをしよう」

「い……いやです」

　あんなはしたないことはできないと、マリーナは思いっきり首を横に振った。

「やめてほしいのなら、正直にすべて話すこと。それから辞めるなどと言わないこと」

「辞めたあと、改めてこちらに伺ってすべてお話しします。見逃してください。できることなら、大奥さまにはなにも仰らないでください。大奥さまにも、必ずお話しします。それからメイドは本日限りで辞めさせてください。あと今すぐ退いてください」

「君は要求が多いな」

　クラウスは呆れ返っているようだが、マリーナは本心を話したまでだ。

「だが、すべて却下だよ」

「では、わたしも旦那さまの要求は却下させてください。お願いします」

「ハハ、君は面白いな」

　クラウスは声を出して笑っているところを見ると、マリーナの態度が楽しくてたまらないという様子だ。

　マリーナは真剣だというのに、ひどいと唇をきゅっと噛んだ。

「やっぱり君は辞めさせられない。いつも一生懸命で、愉快な性格の女の子がそばにいれば、この先退屈しない人生を送れそうだからね」

「この先？　あ……」

　マリーナは訊き返そうとするが、その前にクラウスの顔が下りてきて、口を塞がれる。

　この甘く深いキスをされると、頭の芯まで熱くなり、思考が衰えていく。

「僕は君を妻にしたいと望んでいる」

「えっ？　今なんと？」

「君は僕の妻になり、この屋敷で一生を過ごしてほしい」

「あの……」

　いきなりプロポーズされたマリーナは、クラウスにからかわれているのではないかと疑う。

「伯爵ともあろう方がメイドと結婚なんて、身分が違いすぎてありえません」

「そんなことはないだろう？　君はデューリンガー伯爵夫人になるのに相応しい子だ」

「…………！」

　まさかクラウスは、マリーナがメイドではなく、ベルネット男爵家のひとり娘であるということに気づいているのか。

「でもその前に、お仕置きの続きをしようか。君が我が家へ潜り込んだ理由が知りたい」

「だからそれは……あっ」

　口を塞がれるようにして、クラウスからキスをされると、マリーナは再び幻想的な感覚に襲われた。

　マリーナの目的はブローチにあって、もう用は済んだ。このまま伯爵家でメイドをしていては、どんどんクラウスとの秘密の出来事に溺れていく。

　このままではいけない。これ以上深みに嵌ってしまう前に、急いで伯爵家から出ていかなければと、マリーナは自分に言い聞かせた。




　十日ほど前の午後のことだった。マリーナは伯爵家近くに設置してある郵便ポストまで行き、手紙を入れた。

　受取人名は母であるマヌエラで、内容はほんの一行だけだ。

「近日中に伯爵家を辞めます」と、簡素な文章を書いた。マヌエラには、これだけで伝わる。

　当初の計画では確認次第、即座に辞めることになっていたのに、クラウスがそれを許さない。

　マリーナもまた引き止めようとしてくれるクラウスが心のどこかで嬉しくて、強く言えなくなってきている。

　目的はブローチの確認にあって、クラウスに心惹かれることではないというのに。

　しかも先日部屋を訪れてからというもの、クラウスは毎日のように、マリーナに茶を運ばせる。

　そして服を脱がされ、長い指で肌に触れてきて、感じる箇所を舌で突かれる。

　マリーナが何度も「お許しください」と懇願しているのに、クラウスの巧みな動きは止まることがない。

　そのうち快楽に負けてしまい、マリーナのほうからクラウスの手を求めていく。

　もちろん本気でやめてほしければ、正直に話せばいいだけのことなのだが、これだけはまだ言えない。

　また深夜にこっそり伯爵家から逃げ出せば済むことなのだが、そこでクラウスとは永遠の別れになってしまう気がして躊躇われる。

　クラウスから淫らなことをされるたびに「君は僕の妻になるんだ」、「がんばり屋な君が好きだよ。なかなか白状しない強情さもね」などと言われ、マリーナは身体だけではなく心まで熱くなっていく。

「どうしたらいいのかしら？」

　このままではクラウスの虜となり、男爵家に戻れなくなる。

　マリーナはひとりぶつぶつと呟きながら、台所まで下りていく。今日もまたクラウスに茶と菓子を運ばなければいけないからだ。

「旦那さまのお茶の用意はできています？」

　マリーナは台所のドアを開け、料理人に問う。

「ああ、テーブルの上にあるから」

「ありがとう」

　マリーナはトレイを手にし、茶を運ぶ。

「あーら、マリーナ。今日もまた旦那さまにお茶を運ぶの？」

「下働きのメイドに入ったばかりで、大した出世よね」

　最近、マノンとネリーが顔を合わせるたびに嫌味を言ってくるようになった。マリーナがクラウスの部屋に入ると、しばらく退室することはないので勘繰られているらしい。

「はあ、まあ」

　まともに相手にするだけ時間の無駄なので、いつもマリーナは曖昧な返事をし、その場をごまかす。

「物語のように、貴族がメイドにプロポーズするなんてありえないんだから、旦那さまのことは早々に諦めるのね」

　物語を夢見て騒いでいたのは、マノンたちのほうだ。よくそんなことが言えるものだと、マリーナは馬鹿らしさのあまり頬が引き攣った。

「それに旦那さま、どこかの令嬢と見合いするらしいわよ」

「旦那さまがお見合い？」

　マノンたちを無視しようとしたマリーナだが、ネリーのひと言に足を止めた。

「大奥さまの実家の遠縁にあたるご夫人が持ち込んできた話らしいの。偶然、大奥さまが家令に話をしていたのを聞いたもの。そういうわけだから、あんたが伯爵夫人の座を狙っても無理だからね」

「失礼します」

　マリーナはなるべく冷静さを保ち、その場を立ち去る。

　しかし心は動揺している。手が震え、トレイを落としそうだ。

　マリーナのことが好きで、妻にすると言っていたのに、裏では縁談が持ち上がっていたのだ。

「やはりひどい人だわ」

　マリーナを弄んで、捨てようとするクラウスのことが許せない。今日こそは絶対に快楽に流されず、きっぱり辞めると告げよう。

「旦那さま、マリーナです」

　部屋の前で二回ノックをし、クラウスが扉の向こうから「どうぞ」と返事をする。

「失礼いたします」

　マリーナはいつも通り、茶の入ったポットとカップをテーブルに置いた。今度という今度こそ、最後の給仕だ。

「怒っているのかい、マリーナ？」

　なるべく冷静さを装っているつもりなのだが、どことなく感情が表に出てしまっているのだろうか。クラウスが察してきた。

「旦那さま、わたし、今日こそお暇させてくださいませ」

「それを僕に告げるのは何回目かな？」

　ぷっとふき出し笑っているクラウスに、マリーナはますます怒りを募らせる。

「今度という今度は本気です」

「却下だよ。君が白状するまでは辞めさせない。それに僕は君を妻にすると決めた。これも何回言ったかな？」

「ブローチの件はともかく、わたしを妻にするという言葉は信じられないのです」

「なぜ？」

　穏やかな表情をしていたクラウスの顔が一瞬で引き締まり、眉がわずかに上がっていた。

「旦那さまには、遠縁のご夫人が持ってきた縁談があるそうではないですか」

「ああ、あの話？　なんだ、そんなこと気にしていたのか」

　やはりネリーの話は事実だったのだ。

　クラウスからは完全に遊ばれていたのだ。こんな人に惹かれてしまった自分はなんという愚か者だったのだろう。マリーナの目は悔しさのあまり潤んでくる。

「貴族の当主がメイドと結婚したいなどと、ほんの少しでも信じたわたしが愚かでした。もうこれにてお暇させていただきます」

「ちょっと待つんだ。あの話は君にも関係した……」

　クラウスがなにかを説明しようとしたとき、扉を強く叩く音が入ってきた。

「旦那さま、休憩されているところ申し訳ありません」

　ベラの声だ。早口で喋るところを見ると、急ぎの用件のようだ。

「どうぞ。入ってきてくれていいよ」

「失礼します」

　ベラの顔は真っ青で、額から冷や汗を流していた。室内にいるマリーナに見向きもしないところを見ると、いかにも大変なことが起きたという様子だ。

「どうしたんだい？」

「大奥さまが今度の夜会で身につけられるアクセサリーを選ぼうとドレッシングルームに入られたのですが、所持していた宝石類の半分が盗まれていたのですわ」

「なんだって？」

　クラウスが驚き、聞き返していた。

　マリーナもビックリして息を吸う。まさか自分が勤めている伯爵家で、盗難騒ぎが起きようとは考えもしなかったからだ。

　夜中に泥棒が忍び込んで盗んでいったのか。あるいは内部の犯行なのか。

　もし内部の犯行なら、屋敷の使用人全員が怪しい。下働きのメイドでなくても、あの部屋へは誰でも出入りができるからだ。

「ご家族の方以外で宝飾品が隠されている場所を知っているのは、大奥さまつきのメイドとわたしだけ……って、いえ」

　ようやくマリーナがいることに気づいたのか、ベラが訝しげな顔を向けてくる。

「そう言えばマリーナ。あなた、半月ほど前、旦那さまから頼まれたとかで、大奥さまのブローチを手にしていたわね？」

「えっ？」

　ひょっとしてベラは、マリーナのことを疑っているのか。

　あのブローチはレプリカで、最初からマリーナが持っていたものだ。

「ベラさんはわたしが犯人だとでも？」

「質問しただけでしょう？　それとも疑われて困ることでもあるの？」

「いいえ」

　マリーナは盗みなど働いていないのだから、正々堂々としていればいい。ただドレッシングルームでは、疑われるような行動をしてしまったのも事実だ。

「ベラ、この間も言ったけれど、あのブローチは僕がマリーナに持ってきてもらうように頼んだんだ。質問すること自体、マリーナに失礼だよ」

「旦那さま……」

　まさかクラウスがまた庇ってくれるとは思わなかった。

　もしマリーナとのことが遊びなら、これを機会に切り捨てたほうがいいはずだ。妻にするという話は、嘘偽りのない本心だと信じていいのか。

「ですが旦那さま。誰の犯行かわからない以上、旦那さまと大奥さまは除き、使用人全員が疑いのある状況です」

　一番疑いをかけられるのは、先日ブローチを持っていたマリーナだ。次に隠し場所を知っているベラと部屋つきメイドが対象だろう。あとは毎日交替で掃除をしていた下働きのメイド全員だ。

　誰でも犯人の可能性はある。

「とにかく母のドレッシングルームまで行こう。君もだ、マリーナ」

「はい、旦那さま」

　まずは現在、ドレッシングルームがどのような状態になっているのか、確かめるのが先決である。

　クラウスやベラとともに、マリーナも急ぎ足でドレッシングルームへと駆けつけると、扉附近では、使用人らが集まり始めている。デボラやマノン、ネリーらも揃っていた。

「大奥さまの宝飾品が半分も盗まれたそうよ」

「泥棒が侵入したの？」

「まだなんとも」

　デボラや他のメイドたちも落ち着かない様子で、誰が犯人なのか推理していた。

「みんな、旦那さまがいらしたわ。退いてちょうだい」

　ベラからの指示に、使用人らが扉から少し離れていく。

　マリーナも他の使用人らと同じように、扉近くの前で止まり、クラウスとベラだけが室内へ入っていった。

「ああ、クラウス。わたくしのブローチやネックレスが幾つも盗まれたの」

　動揺しているアガーテの声が、扉の外まで聞こえる。

「今、ベラから聞きました。警察を呼びましょう。我々素人では外からの侵入者なのか、内部の犯行なのか、見当がつかない」

「壁かけミラーには仕かけがしてあったのよ。外部の犯行だなんてありえないわ」

「仕かけというほどのものではないでしょう。プロの仕業なら、すぐに見抜いた可能性だってある」

　素人のマリーナが掃除をしながら気づいたくらいだ。常習犯なら簡単に見抜くことだろう。

「もし内部の犯行なら、あまり大げさなことはしたくないわ。内々に収めたいの。わたくしはアクセサリーが戻ってくればいいのだから」

「母上がそう仰るのであれば」

　アガーテと話し終えたクラウスが部屋から出てきた。

「ベラ」

「はい、旦那さま」

「門番を除き、使用人全員を一階の玄関ホールに集めてくれ」

「畏まりました」

　軽くお辞儀をしたベラがその場を下がった。

「君たちも一階まで来るように」

　クラウスがドレッシングルームの近くにいる使用人らにも指示をすると、マリーナも含めたその場にいた者は一礼をする。

「それにしても大変なことになったよ。誰が盗んだのやら」

　やれやれと、デボラが両腕を組んでいる。

「もし内部の仕業なら、誰がやったかなんて決まっているんじゃないの？」

「そうそう。あたしたちのように真面目に、長く働いている人間より……ねぇ」

　マノンとネリーがまるで犯人はマリーナだと言っているかのように、顔を向けてくる。

「誰かさんが旦那さまの妻気取りで、勝手に大奥さまのものを持っていってしまったのかもね」

「かもね、じゃなくって、そうじゃないの？　たまに上流階級の発音をしたりして、貴族夫人の気分になっているようだし」

　どうやらマリーナがクラウスの部屋に出入りしていたことが、相当マノンたちの気に障っていたようだ。

　マリーナを犯人に仕立てたいほど、彼女たちは嫉妬していたのだ。

　だいたいクラウスには見合い話が出ている。マリーナが妻気取りの態度などできるわけがない。そう言い返したいところだが、ここはぐっと感情を抑えた。下手にマノンたちとケンカをして、騒ぎを起こしたくないからだ。

　マリーナは、メイドを辞めるときは静かに去ろうと決めていた。

　それにしても無意識に上流階級の発音になっていたとは、マリーナ自身も全然気がつかなかった。長年の習慣というものは、簡単には変えられないようだ。




「門番を除いて、使用人全員が集まりました。旦那さま、大奥さま」

　屋敷の当主としてクラウスとその母アガーテが、中央の階段に立ち、使用人らと対面した。

「すでに一部の者は知っているが、母のブローチやネックレスなどの宝飾品が盗まれた」

　クラウスの話を初めて聞いた使用人らがざわつき、互いの顔を見合わせている。

「大奥さまの宝飾品を盗むなんて、いったい誰が？」

「全員を集めるということは、この中に犯人がいるのか？」

　与えられた仕事をこなし、毎日単調な生活を繰り返している使用人らにとって、衝撃的な出来事だろう。

　こうして集められたからには、この中に犯人がいるのではないかと、互いを疑っている雰囲気がある。

「特にエメラルドのブローチは亡くなった夫、つまりクラウスの父親がわたくしにプレゼントしてくれた大切なものなの」

「…………！」

　まさかアガーテのエメラルドのブローチが、夫からのプレゼントだったとは予想もせず、マリーナは瞠目した。

「お願い。今すぐ名乗り出てくれたら、警察に引き渡すことはしないから、ブローチだけでも返してちょうだい」

　もしこの中に犯人がいるとして、当主の母であるアガーテが警察に引き渡さないと約束したからといって、はたして名乗り出るだろうか。

　もう伯爵家で働くことはできず、放り出されるだけだ。

「大奥さま、この際使用人全員の手荷物検査をされてはいかがでしょう？　内部の者が盗んだのであれば、自分の持ち物の中に隠しているかもしれません」

　ベラからの提案に、マリーナは血の気が引きそうになった。

　先日の件があったばかりだから、下手にレプリカをポケットの中に入れて、落としてしまったときのことを考えて、自分のトランクの中に片づけてしまったのだ。

「いや、やはり警察を呼ぼう。我が家で働いてくれている使用人全員を疑って、手荷物検査をするなど認めるわけにはいかない」

　クラウスはマリーナがレプリカを持っていることを知っている。だから庇ってくれているのか。

　もしそうならクラウスからの気遣いに、マリーナは頬が綻びそうになった。

「ですが、旦那さま。早々に犯人がわかれば、警察に届け出ず、その場で辞めさせることもできます」

「ベラの言う通りよ、クラウス。なるべく内々に収めましょう」

「しかし！」

　クラウスも時間稼ぎをしようとしてくれているが、難しい雰囲気だ。他の使用人らも身の潔白を証明したい様子で、さっさとやってくれと言わんばかりの空気が流れている。

「わかりました」

　クラウスがやむを得ないと、ふぅっと息を吐いていた。

　マリーナは自分の手荷物が調べられる前に、犯人が見つかってほしいと、ただ祈ることしかできない。

「ではわたしと大奥さまとで下働きのメイドから、順に調べていきましょう。男性の使用人の分については、旦那さまと家令でお調べくださいまし」

「そうね。そうしましょう。クラウス、あなたは男性使用人らの荷物をお願いね」

「いや、でも」

　クラウスが止めようとするのも聞かず、アガーテはベラとともに屋根裏へと向かってしまう。

　万事休す。

　マリーナは早急に伯爵家を辞めなかったことを後悔した。

「どうしたんだい、マリーナ。顔が青ざめているよ」

「なんでもないわ、デボラ。少し気分が悪いだけよ」

「そうだよね。あたしらの中に窃盗犯がいるかもしれないって思うだけで、いい気分じゃないよね」

　その犯人にされるかもしれないマリーナとしては、気が気ではない。

「神様……」

　どうかブローチが見つかりませんように、と左右の指を重ね合わせ、神に祈るしかない。

　だがマリーナの願いは叶わず、およそ十数分後にはすべて終わってしまった。

「マリーナのトランクの中から、大奥さまのブローチが入っていたわ！」

　ベラがマリーナの持っていたブローチをハンカチで包み、急ぐようにして階段から下りてきた。

　やはり見つかってしまったと、マリーナは唇を噛み締める。

「マリーナが？」

　横にいたデボラがビックリしたように、マリーナに目線を向けてくる。

「まあ、やっぱりマリーナだったのね」

「この伯爵家にメイドとして来たのは、盗みを働く目的だったってことね」

　マノンとネリーも相変わらずの嫌味だ。

　周囲も「入ったばかりのメイドが犯人だったとは」と、途端に騒がしくなり始めた。このままではマリーナが犯人にされてしまう。

「違います！　それはわたしがもともと持っていたブローチです。大奥さまのものではありません」

　マリーナは黙っているわけにはいかないと、はっきり否定した。

「じゃあなぜあなたが同じブローチを持っているの？　他の宝飾品はどうしたの？」

「諸事情があって、大奥さまと同じデザインのブローチを持っていただけです。わたしは犯人ではありませんから、他の宝飾品のことなど知りません」

　マリーナはベラに向けて、右手を出した。

「そのブローチはわたしが持っていたものですから、今すぐ返してください」

「大奥さまのブローチを盗んでおきながら、なんて図々しい。あなたこそ、さっさと他に盗んだものを出しなさい！」

「犯人ではないわたしが、大奥さまの盗まれたものなど出せるわけがありません」

　ベラが鼻息を荒くして睨んでくるが、マリーナも負けずに両目に力を入れる。ここで怯んだら、完全に犯人にされてしまうからだ。

「あのベラさん相手に、あそこまで睨み合いをするなんて」

「意外と恐ろしいわね、マリーナって」

　マノンやネリーだけではなく、他のメイドたちも似たようなことを囁き合っている。

　ベラは女性使用人にとって、心の底から恐ろしい存在らしい。

「ベラ、マリーナの持っているブローチはレプリカだ」

　男性使用人の荷物を検査していたはずのクラウスが戻ってきてくれた。

「旦那さま！」

　クラウスは多少の事情は知っている。もしかしたら助かるかもしれないと、マリーナは安堵の息を吐く。

「クラウスの言う通りよ。ベラ、それはレプリカで本物ではないわ。夫からのプレゼントですもの。わたくしにはわかります」

　続いてアガーテが急ぎ足で、階段から下りてくる。

「旦那さま、大奥さま、これが偽物だと？」

「そうよ。あなたったら、わたくしが説明しようとしているのを聞かず、さっさと玄関ホールまで下りていくんですもの。ふぅ」

　アガーテは慌ててベラを追いかけてきてくれたのだろう。少し息を切らしていた。

「でもなぜマリーナが、わたくしと同じデザインのブローチを持っているのかは知りたいわ」

「えぇっと、それは……」

　ここで事実を話してしまったら、ベルネット男爵の家名にも傷がつく。だがこのままでは真犯人とは別に、わざわざレプリカを持っているマリーナまでもが怪しまれる。

「あの、皆さま集まっておいでのところ申し訳ありませんが」

　玄関の扉がゆっくりと開き、普段は正門にいるはずの若い門番が顔を出した。

「どうした？」

「はい、旦那さま。実はベルネット男爵夫人がお見えになりまして、こちらにお通ししてもかまわないでしょうか？」

　マリーナは思わず「お母さまが？」と声が出そうになりかけ、素早く口を閉じた。

「ベルネット男爵夫人とは、特に約束などしていなかったはずよ？」

「大奥さま、ちょうどいい機会です。マリーナはベルネット男爵家からの紹介で、この伯爵家に来たのですから、夫人にどういう娘だったのか問い質しましょう」

　なぜこういうタイミングで、マヌエラが来るのだろう。

　いや、マリーナにとってはタイミングよく訪ねてきてくれたと言うべきか。

「それもそうね。男爵夫人を通してちょうだい」

　アガーテから指示された門番は、また正門へと戻っていく。

　クラウスは呆れたように、首を振る。

　やはりクラウスは、マリーナがどこの誰か知っている様子だ。

「ベルネット男爵夫人も散々よね。自分の紹介したメイドが盗人だったなんて」

「今から大奥さまから追及されて、男爵夫人も責任取らされるわね」

　マノンとネリーが楽しそうに中傷してくるのを聞いて、マリーナはなんと言っていいのかわからなかった。

　まさか泥棒騒ぎが起きるとは予測していなかったし、マヌエラのためにしたことが、却って迷惑をかけることになってしまったからだ。

「こんなことになるなんて……」

　やがて玄関前に馬車が到着すると、家令が扉を開けた。

　クラウスとアガーテが出迎えようと、外に出ていく。

「ようこそ、ベルネット男爵夫人」

「突然お邪魔して申し訳ありません、アガーテ夫人。数ヶ月前のリヴィエール公爵家で催された夜会以来ですわね」

　扉が開いたままになっているから、一部の使用人らが外を覗き、馬車から降りたマヌエラの姿を見ようとしている。

「あの男爵夫人、どっかで見たことないか？」

「マリーナに似てない？」

「そうね。似ている」

　マリーナは昔から、よく「お母さまにそっくりだこと」と、親族や周囲に言われていたものだ。

　この伯爵家の使用人らの目から見ても同じらしい。

「デューリンガー伯爵、アガーテ夫人。わたくしのほうで紹介したメイドのマリーナを引き取りたいと思って来ましたの」

「まあ、そうでしたの。ちょうどよろしかったですわ。実は揉め事がございまして」

「揉め事？」

　クラウスやアガーテと話しながら館に入ってきたマヌエラが、玄関ホールに集まっている使用人らを見て、両目を丸くしている。

「なにか問題でも起きましたの？」

「母の宝飾品が大量に盗まれたんですよ、男爵夫人。しかも母と同じブローチのレプリカを持っていたということで、マリーナが犯人と疑われているんです。あなたのご息女であるマリーナ嬢がね」

　クラウスからの説明に、アガーテをはじめ使用人全員が「ええっ？」と、大声を上げて仰天する。もちろんマヌエラも驚愕していた。

　マリーナ本人はというと、さほど驚きはしなかった。おそらくクラウスは気づいているだろうと、察していたからだ。

「あの、旦那さま……いえ、デューリンガー伯爵」

　正体を知られている以上、もう「旦那さま」と言う必要はないだろうと、マリーナはクラウスのことを称号で呼んだ。

「伯爵は、いつわたしがベルネット男爵家の者だと知ったのですか？」

「最初に対面したときからだよ」

「最初から？」

　マリーナはクラウスと面識はなかったはずだ。

　だが過去に、クラウスが公の場所でマリーナを見かけていたということはありうる。マリーナ自身も心あたりがあるからだ。

「お母さまは、どうして急に伯爵家へいらしたの？」

「あなたったら手紙一枚送ってきただけで、全然帰って来ないのですもの。心配したのよ。それで迎えにきたの。これ以上メイドをしていたのでは、伯爵家にもご迷惑でしょう？」

「それはわかっているわ。ただわたしは……」

　マリーナはもう少しだけクラウスといたかった。だから帰りたくなかったのだ。

　しかしマヌエラが迎えにきたからには、今度こそ男爵家に戻らなければいけない。

「男爵夫人。この際なので、マリーナが我が家に来た経緯をお聞きしたいのですが？　失礼ながら、ご息女を外に働きに出すほど、その……」

「マリーナがこちらで働くことになったのは、別に我が家が困窮しているからではございませんのよ。亡き夫が残してくれた遺産もありますし」

　マヌエラの説明通り、ベルネット男爵家は資産家だ。マリーナも屋敷に戻れば、大勢の使用人から「お嬢さま」と呼ばれている身である。

「お母さま、あのブローチはこちらの大奥さまにとっても、亡きご主人の形見だったらしいのよ」

「まあ、そうだったの」

「わたしがレプリカを持っていたものだから、犯人と疑われてしまったの」

　マリーナは驚いたまま硬直しているベラの前まで歩み寄る。

「ベラさん、あなたが手にしているブローチを返していただけないかしら？　それは二十年近く前、わたしの母ベルネット男爵夫人が、職人に作らせたレプリカなの」

「えっ？　あっ、はっ、はいっ。どうぞ、どうぞ、ベルネット男爵家のお嬢さま」

　あれほど怒鳴りつけていたベラだというのに、マリーナに対し深くお辞儀をし、ブローチを持っている両手を差し出してくる。

　相手の身分がわかると、こんなにも態度が変わるものなのか。マリーナはあまりのくだらなさに呆れ返った。

「ありがとう」

　マリーナはレプリカのブローチを受け取り、またマヌエラのもとへと戻る。

「男爵夫人、今マリーナ嬢が二十年近く前と仰っていましたけれど、なぜわたくしのブローチとそっくりなレプリカをそんな昔に作っていらしたの？」

「申し訳ありません、アガーテ夫人。すべて経緯をお話しいたしますわ。なぜマリーナがレプリカを持って、この伯爵家のメイドとして来たのかも」

「お母さま、いいの？」

「あなたが盗みを働いたと疑いをかけられているのですもの。ここは皆さまに理解していただくためにも、きちっとお話しするべきよ」

　こうして門番を除く屋敷の者全員が揃っている中で、マヌエラがことの経緯を話し始めた。










第三章

メイドになった理由











　あれは数ヶ月前、リヴィエール公爵夫妻主催の夜会が開かれる少し前のことだった。

　社交界といえば、マリーナは十七歳になってすぐ王宮の舞踏会へ出席したものの、その直後に父ベルネット男爵が病に倒れ、それ以来公の場に顔を出すことがなかった。

　母マヌエラとふたりで父の看病をしていたのだが、その甲斐もなく、ベルネット男爵は一年近く前に他界してしまった。

　愛する夫を亡くし、嘆き悲しみ暮らしているマヌエラを元気づけようと、マリーナは新しいドレスを一着購入したのだ。

「お母さま、見て。とても素敵なデザインのドレスでしょう？」

　マリーナはふわふわとした生地で作られたピンクのフルドレスを両手に持って、私室の窓際でぼんやりと座っているマヌエラの前で広げた。

「そのドレス、どうしたの？　お母さまに黙って購入するのはいけないことでしょう？」

「ごめんなさい。でもリヴィエール公爵家から夜会の招待状が届いていたでしょう？　わたし、どうしても出席したいの」

「ああ、そうだったわね。最近は体調を理由に、各家からの招待をお断りばかりしていたけれど、そろそろ……」

　招待を受けなくてはいけないと、マヌエラは言いたいのだろう。だが未だに悲しみから癒えていない状態で、とても夜会に出席できる気分ではなさそうだ。

「お母さま、出席しましょうよ。家の中に閉じ籠もってばかりでは、気分が滅入るだけよ。天国にいるお父さまが心配されるわ」

「そうね。わかったわ、マリーナ。お父さまとわたくしも夜会で出逢って、恋に落ちて、結婚したのですもの。あなたにも素晴らしい殿方との出逢いの場を作らなくてはね」

「お母さま、まだ結婚は早いわ。しばらくはお母さまのそばにいるつもりよ」

　マリーナは、ショックで落ち込んでいる母親を放って、結婚する気にはなれない。

　マヌエラが完全に立ち直るまで、一緒に暮らすつもりでいる。

「でも素敵な方と出逢えたら、結婚したいという願望が現れるものよ」

「そうかしら？」

「そうよ。でもその前に、わたくしもドレスの用意をしなくてはね。あなたを夜会に連れていけないもの」

「お母さま」

　よかった、とマリーナは安心した。マヌエラが少しでも元気になってくれれば、だんだん悲しい出来事は遠い過去のことと乗り越えられるようになるだろう。

　それからの二週間、マリーナはマヌエラとふたりで靴やアクセサリーをどうしようかと楽しく悩み、日々を過ごした。

　こうしてマヌエラを外に連れ出すことに成功し、リヴィエール公爵家の夜会へと訪れた。

　マリーナは淡いピンクのドレスに合わせ、髪をまとめたリボンも同じ色にし、少し緊張していた。こうした集まりは父が亡くなって以来初めてだからだ。

　始まるまで二階の応接間で控え、そのあとはホールへと下りていったが、老若男女問わず招待客で溢れている。数百人以上はいるだろう。

　天井の煌びやかなシャンデリアの灯りが、絢爛をいっそう増していた。

　さすが国王の従兄弟にあたる公爵家の夜会だ。

「ごきげんよう、子爵夫人」

「まあ、お久しぶりですこと」

　着飾った夫人らが、あちこちで似たような挨拶を交わしている。

「やあ、留学していたんだって？」

「ああ、なかなか勉強になったよ」

　別の場所では、紳士らが友人との再会に、近況報告をし合っている。

　マリーナも社交の場に出席するのは久しぶりとあって、心が浮き浮きしている。目線をあちこち動かしているうちに、いつの間にかマヌエラと離れてしまった。

「お母さま、どこに行ってしまわれたのかしら？」

　マヌエラを捜そうとホール内を歩いていると、壁際のソファで休む俯き加減の初老の女性が目に入った。

「どうかなさいまして？」

「ええ……ちょっと。久しぶりの夜会だからか、気分が……」

「他の部屋をお借りして、そこで横になられたほうがよろしいですわ」

　ホール内は人が多すぎて、静かに休めない。老体には負担がかかるだろう。

「そうね。あなたの言う通りかも」

「わたしもつき添います」

　マリーナは老婦人の肩に手を回し、ふっくらとした身体を支えるようにしてホールを出る。

　ちょうど若い給仕が目の前を通り、マリーナはとっさに声をかけた。

「あの、少しよろしいかしら？」

「なんでございましょう？」

「こちらのご婦人が体調を崩されたようなの。応接間で休ませたいのだけれど」

「それは大変にございます。畏まりました。さあ、どうぞこちらへ」

　マリーナは給仕に手伝ってもらい、老婦人を応接室へと運ぶ。

「さあ、奥さま。こちらで横になって」

「ありがとう……お嬢さん」

　マリーナは老婦人を横長のソファに寝かせた。

　老婦人も上半身を横にしたからか、少し楽になった様子だ。

「すぐに家令を呼んで参りますので、しばらくお待ちくださいませ」

「ありがとう。わたくしはドーバートン侯爵の妻ソフィと申します」

「ドーバートン侯爵夫人にございますね。確かにお伝えいたします」

　家令が来てくれれば安心だ。そのあとホールに戻り、マヌエラを捜そう。

「あなたも夜会に戻って。ありがとう、可愛らしいお嬢さん」

「いいえ。家令が来るまで、ここでお待ちします」

　もし侯爵夫人をひとりにした途端、容体が悪くなったら大変である。マリーナはしばらくつき添うことにした。

「ありがとう、優しいのね。あなた、夜会では見かけたことがないけれど、今宵が初めてなのかしら？」

「いえ。以前一度だけ王宮の舞踏会に出席したことはあるのですが、そのあと事情がありまして、夜会の招待があってもお受けできなかったのです」

「まあ、そうだったの……」

　侯爵夫人はまた疲れてきたのか、ここで会話が途切れてしまった。

　それから十分ほど経ったころだろうか。ノックがし、扉が開いた。

「体調がすぐれないお客さまはこちらかしら？」

「はい……あっ？」

　思ったより早く連絡がいったのか、急ぐようにして扉が開き、マリーナの母より三、四歳ほど年上の女性が入ってきた。

　この顔には見覚えがある。夜会の主催者である公爵の隣にいた女性だ。

「リヴィエール公爵夫人！」

　まさか公爵夫人自ら老婦人の様子を見にくるとは思わず、マリーナは頭を下げた。

　いくらマリーナが招待された側であっても、公爵夫人は王族の妻だからだ。

「公爵夫人がお越しくださるとは……」

　老婦人が起き上がろうとする。

「そのまま横になっていらして。先ほど家令から話を聞き、わたくしが駆けつけましたの。体調がすぐれないようでしたら、医者をお呼びしましょうか？」

「ご心配をかけて申し訳ございません。横になったら気分が落ち着いてきましたわ。しばらく応接間で休ませていただけますでしょうか？」

「ええ、それはもちろん。メイドをひとり呼んでおきますわ」

　メイドがつき添ってくれるのであれば、マリーナがここにいる必要はないだろう。

「リヴィエール公爵夫人、ドーバートン侯爵夫人。わたしはこれにて下がらせていただきます」

「本当にありがとう。お名前を伺ってもよろしいかしら？」

「ベルネット男爵家の長女マリーナと申します。よろしくお見知りおきを」

　マリーナはドレスを軽く摘み、頭を下げ、改めて挨拶をした。

　そして退室すると、ホールへと戻り、今度はマヌエラを捜す。

　おそらく知り合いの夫人らと談笑でもしているのだろう。マリーナは数人ほどで固まって談笑している女性らを見て回った。

「本当にお母さまはどこにいらっしゃるのかしら？」

　ぼやきながら捜し回り、人混みの中、やっと後ろ姿のマヌエラを発見した。どこかの夫人と話をしているようだ。

「お母さまだわ」

　夫人がマヌエラに会釈して、その場を去ると、マリーナは後ろから声をかける。

「お母さま、捜したのよ」

「…………」

　これだけ大勢の客がいるから、聞こえなかったのだろうか。マヌエラが返事をしない。

「お母さま？」

「…………」

　マリーナはマヌエラの一歩前まで歩き、顔を覗き込む。

「お母さま、どうなさったの？」

「…………」

　マヌエラの顔が真っ青である。さっきの侯爵夫人のように、久しぶりの夜会だから体調を崩したのか。

「あっ、マリーナ」

「お母さま、大丈夫？　顔色が悪いわ」

「大丈夫よ。それよりあなたこそ、どこへ行っていたの？」

「ドーバートン侯爵夫人という方が、気分を悪そうにしていたから、応接間までお連れしていたの」

「そう……」

　マヌエラの声が重い。侯爵夫人と同じように、別室で休ませてもらったほうがいいのかもしれない。

「お母さま。他の部屋で休ませていただきましょう」

「別に体調が悪いわけではないの。ただ驚いてしまったのよ」

「驚いた？　なにを？」

「…………」

　先ほど話していた夫人と、なにかトラブルでもあったのか。マヌエラがまた黙ってしまった。

「お母さま？」

「先ほど話をしていたアガーテ夫人、以前からの知り合いなのだけれど、あの方の身につけていたブローチがそっくりだったのよ」

「そっくり？」

「亡くなられたお父さまがお母さまにプレゼントしてくれたブローチとよ」

　似たデザインのブローチいくらでもある。そんなに驚くようなことなのか。マリーナは首を傾げた。

「たまたま同じ人が制作しただけのことじゃないの？」

「違うわ。あれはお父さまがわたくしのために、わざわざ特注で作ってくれたものですもの」

「じゃあ、なぜそのご夫人が、同じようなブローチを持っていらしたの？」

「…………」

　マヌエラがまた黙ってしまい、マリーナもどうしていいのか戸惑う。

　結局、夜会は早目に切り上げ、自宅に戻ることになり、マリーナは素敵な殿方に出逢う機会はなかった。




　ひと晩経っても、マヌエラは部屋の窓際に腰かけ、窓の外を眺めながら考え事ばかりしていた。原因はアガーテとかいう夫人がつけていたブローチのことだろう。

　他人が似たデザインのブローチを持っていたというだけで、それほど気にするようなことだろうか。

「お母さま、そんなに気になるなら、アガーテ夫人にお訊ねになったら？　公爵家の夜会で身につけていたブローチは、どこで購入されたものなのですかって」

「まあ、マリーナ。そんな失礼なこと、他人に訊ねるものではないわ」

「そうは言っても、お母さまは昨夜からずっと憂うつそうなんですもの」

　せっかく元気になりつつあったのに、また暗いマヌエラに戻っている。

「あなたにはきちっと説明したほうがいいわね。こっちに来て」

　マリーナは、自分の部屋へと入っていくマヌエラのあとに続いた。

「これを見て。昨夜ドレッサーから出して、ずっと眺めていたの。夫人のブローチと違ったところはないかね」

　アガーテが差し出したケースの中には、エメラルドのブローチが入っていた。

「これがアガーテ夫人のブローチとそっくりだと？」

「そう。手に取って、見てみて」

「素手で触っていいの？　宝石でしょう？」

「かまわないから、よく見て」

　持ち主であるマヌエラがそう言うのであればと、マリーナは手に取った。

　言われた通り、じっと目を凝らしてみるが、宝石には素人だ。華やかなグリーン色で、綺麗な石だということ以外わからない。

「どう？」

「とても美しいエメラルドね。素敵だわ」

「それは本物に似せて作ったレプリカよ」

「レプリカ？　これが？」

　当主が他界したとはいえ、資産家であるベルネット男爵家にレプリカがあること自体、マリーナには驚きだ。

「今から二十年前、婚約者だったお父さまがプレゼントしてくれたブローチがあったの。とても大切な記念の品だから、盗まれては大変だと思って、職人に依頼してレプリカを作ってもらったのよ」

「それで本物はどこにあるの？」

「…………」

　マヌエラがまた昨夜と同じように黙ってしまう。

「お母さま、いったいこのブローチになにがあるの？」

「あなたはまだ三つだったから憶えていないでしょうけれど、本物は十五年前に盗まれたの」

「盗まれた？」

　このベルネット男爵家に泥棒が入ったことがあったなど、マリーナは初耳だ。

「犯人は捕まったの？　誰だったの？」

「雇っていた十代のメイドの犯行だったわ」

「どうしてメイドが犯人だってわかったの？　警察に調べてもらったの？」

「ブローチ以外にも、アクセサリー類をごっそり盗まれたの。犯人がわからないまま、半年が過ぎたころ、ドロテというメイドが辞めたのよ。そのとき彼女のベッドの枕元から、わたくしが亡き祖母から貰った宝石がひとつ見つかったわ」

「それだけで犯人と決めつけるわけにはいかないわよ？」

　真犯人がドロテというメイドを犯人に仕立てるため、ベッドの中に入れた可能性もある。

「彼女が辞めた直後のことよ。若い従僕のひとりが『すっかり忘れていたのですが、半年前、ドロテが古びた箱を持って、倉庫に入っていくのを見ました。泥棒が入った一週間ほど前のことでした。あのときは片づけでもしているのかと思っていたのですが』と、証言してきたのよ」

「庭師が？」

「そう。次に別のメイドふたりが揃って『ドロテが辞める前日、倉庫から古い箱を持って出てきたのです。左右を見回し、警戒しているかのようでした』と、報告があったわ。もちろんわたくしやメイド頭も、ドロテに倉庫へ行く用事など指示していないわ」

「わかったわ、そういうことなのね」

　マリーナはおおよそ見当がついた。

　おそらくドロテはマヌエラのブローチやアクセサリーを盗んだあと、宝飾品を箱に入れ、倉庫の目立たない場所にでも隠していたのだ。

　そして辞める前日、倉庫から持ち出したというわけだ。

「ひとつだけ宝石が枕元にあったのは、どうしてなのかしら？」

「きっと盗んだ直後、ひとまず使用人部屋へと持ち込んだのでしょうね。そこで箱に入れるとき、ひとつ零してしまい、枕元に隠しておいたのではないかしら。何度も倉庫に出入りしていると、怪しまれてしまうもの」

　マリーナもマヌエラの推測通りだと思う。

「でもなぜドロテは盗んだ直後に辞めなかったの？　普通なら盗んだ直後に、黙って辞めるものではないかしら？」

「すぐに辞めたら、いかにも自分が犯人ですって言っているようなものでしょう？　頃合いを見計らって辞めたのだと思うわ」

「警察には届けたの？」

「いいえ。お義母さま……つまりあなたのお祖母さまが『我が家に泥棒が入ったなんて、恥ですよ。悔しいでしょうが、ここは我慢なさい。あなたの宝石類が盗まれたところで、このベルネット男爵家からすれば、ささいなことに過ぎないのですから』って仰って」

「お祖母さまが？」

　マリーナの祖母は七歳のときに他界したが、厳格な性格の人だったという記憶がある。

　飾らない人柄の亡父男爵とは、性格が反対だったという印象が残っている。

「結局、犯人はレプリカではなく、本物を盗んでいったわ。そして、なぜか昨夜のアガーテ夫人がそのブローチを身につけていたの。きっとドロテが売り払って、それを夫人がどこからか購入したのでしょうね」

「だったら夫人に事情を説明して、こちらがまたブローチを買い取ったらどうかしら？」

「それがね、じろじろ見るわけにもいかないから、このレプリカと同じものかどうかは確信がないの。ご子息のデューリンガー伯爵が夫人のところに来て、親戚の方が体調を崩したと言っていらしたわ。伯爵が先に向かったあとで、すぐに夫人も去ってしまったし」

　その親戚というのは、マリーナが応接間へ連れていったドーバートン侯爵夫人のことだろうか。

　デューリンガー伯爵家と親戚かどうかはともかく、まずはブローチの問題が先決だ。

「要するにアガーテ夫人のブローチが、このレプリカと同じデザインか確認すればいいわけね？」

「どう確認するの？　次にどこかで夜会が催されても、アガーテ夫人が必ずエメラルドのブローチをつけてくるかわからないのよ？」

「お母さま、紹介状を書いてくださらない？　わたしがデューリンガー伯爵家の屋敷に、メイドとして潜入するわ」

「なにを言っているの？　メイドの仕事は大変なのよ。我が家のメイドたちに訊いてごらんなさい。あなたに掃除や洗濯ができるわけがないでしょう？」

「メイド頭のマルセルに頼んで、今から教えてもらうわ」

　マヌエラが額に手をあて、息を吐き、首を横に振っている。マリーナの提案に呆れているようだ。

「デューリンガー伯爵家ではメイド頭の指導が厳しいという噂よ。次々に人が辞めてしまって、それで我が家にもメイドを紹介してほしいと話が来ているの。亡くなったお父さまは使用人を大切にする方だったし、我が家とは正反対よ。とても人を回す気にはなれないわ」

「大丈夫よ、お母さま。アガーテ夫人のブローチを探し出して、本物と確認したら、すぐに辞めるわ。それに紹介してほしいと頼まれているなら、なおさら好都合よ」

　マヌエラがまた息を吐いていた。

「大事なあなたをメイドとして紹介するなどできないわ」

「わたしだって、いつかは結婚するのよ。そのとき女主人として、メイドの仕事を知っておくのは悪いことじゃないわ」

「マリーナ！」

　マヌエラが止めるのも聞かず、マリーナは早速メイドとして潜り込む準備に入った。

　当初はメイド頭であるマルセルから「お嬢さまに下働きがする仕事を教えるなど、とんでもござません！　承服いたしかねます」と断られた。他のメイドたちも同様の意見だったようだ。

　だがマルセルに事情を打ち明けると、しぶしぶ承諾してくれた。

　マリーナはマヌエラのため、必死にメイドとしての仕事を覚え、下町訛りの発音を身につけた。

　そして三ヶ月後、マリーナはデューリンガー伯爵家へ潜り込むことに成功したのだ。










第四章

クラウスの相手は？











「そういうことでしたの」

　マヌエラからの説明をじっくりと聞いたアガーテが、ようやくすべてを納得してくれたようだった。

「もし娘の身元が割れたら、伯爵家にご迷惑になるとわかってはいたのです。でもマリーナがわたくしのためにメイドの仕事を必死に覚えようとしているのを見ていたら、止めるに止められませんでした」

「お母さま」

　ブローチの確認さえできたら、あとはマヌエラがアガーテと交渉し、買い取れば済む話だった。マリーナがクラウスに未練を残していたがために、逆に迷惑をかけてしまった。

「それにしても十五年前にベルネット男爵家で起きた事件が、今日また我が伯爵家でも同じことが起こるとは……」

「デューリンガー伯爵、起きて当然ですわ」

　マヌエラが今回の盗難騒ぎを予期したような言い方をする。

「お母さま？」

「マリーナ、あなたは三歳だったから記憶になかったのでしょうけれど、今集まっている伯爵家の使用人の中に、ドロテがいるわ」

「ドロテがっ？」

　マリーナが驚き聞き返すと、使用人らも互いの顔を見合わせていた。

「男爵夫人、我が家にかつて男爵家で盗みを働いた者がいると？」

「ええ、伯爵。わたくし、しっかり憶えておりますわ。そこのあなたよ」

　マヌエラが顔を向けた方向へ、全員が視線を集中させた。その先にいたのは、冷や汗を掻いているデボラだった。

「デボラ？　お母さま、デボラがドロテだというの？」

「そうよ。十五年も経っているから、多少若さに陰りはあるけれど、その目元の黒子がなによりの証拠よ」

　マリーナはまだ三歳だけあって、ドロテのことは記憶がない。特徴を言われても、全然思い出せなかった。

「ちょ……ちょっと待ってくださいな、男爵夫人。目元に黒子のある人間はいくらでもいますよ。男爵夫人には初めて会うのに、いきなり犯人にされては堪りません！」

　デボラの言い分も一理ある。似た風貌や特徴の人間は他にもいるし、それだけで犯人扱いをするわけにはいかない。

「ドロテが盗んだものを倉庫に置き、その後持ち出したところを目撃した従僕やメイドが、まだ我が家で働いているわ。彼らとも対面してもらいましょうか？　誰もがあなたをドロテと言うはずよ」

「…………っ！」

　デボラは言い返す術がなかったのか、歯軋りをしている。

　マヌエラだけでなく、複数の人間が「デボラはかつてベルネット男爵家のメイドをしていたドロテだ」と証言すれば、言い逃れはできないからだ。

「お母さま。もしベルネット男爵家とデューリンガー伯爵家で起きた事件の犯人が同一のドロテなら、また倉庫かどこかに隠してある可能性は高いわよね？」

「そうかもしれないわね」

　許せないと、マリーナは怒りを露わにデボラのもとへ歩いていく。

　もし十五年前、デボラがブローチを盗んでいかなければ、マリーナがデューリンガー伯爵家のメイドになることはなかった。

　ブローチの件があったからこそ、クラウスと出逢うことになった。

　マリーナは自分を庇ってくれたクラウスの優しさに惹かれ、心を奪われた。

　クラウスから妻にと望まれたときも、本当に愛されているから、マリーナに触れてくるのかもしれないと、どこかで信じていた。

　それなのにクラウスには見合い話があって、マリーナにはショックだった。

　ベルネット男爵家での事件がなかったら、こんな悲しい思いをすることなどなかったのだ。

「デボラ、アガーテ夫人の宝飾品をすべて返してさしあげて」

「し……知らないったら！　あたしじゃないよっ」

　マリーナを恐れるかのように、デボラは後退り、向きを変えて走っていく。

「どいて！」

「きゃっ」

　デボラがマリーナや他の使用人らを突き飛ばし、玄関へと走っていく。

　マリーナはバランスを崩し、危うく転びそうになった。

「誰か、デボラを捕まえろ！」

　クラウスからの指示に反応した男性使用人らが、素早く扉の前に立ち、出口を塞いだ。

「どいてよ！　ここにいたんじゃ、あたしが犯人にされちまうだろっ？」

「犯人じゃないなら、逃げる必要はない。まずは警察に届け出て、君の身元を洗いざらい調べてもらおう。無実なら、なにも出てこないだろう？」

「あ……洗いざらい？」

　自分の身元を調査されるのが問題なのか、デボラが絶体絶命とばかりに、床の上に座り込んでしまう。

「誰か、警察を呼んでくれ」

「私が」

　クラウスのそばにいた家令が、すぐさま返事をした。

「ま……待ってくださいよ。警察なんて一度疑えば、こっちが無実を訴えたって信用なんかしやしない。あたしが犯人じゃなかったら、どう責任取るつもりなんですか？」

「もちろん無実なら、デューリンガー伯爵であるこの僕が、君の身を保証しよう。それでかまわないだろう？」

「さっき警察沙汰にはしないと仰っていたじゃありませんか。話が違う！」

「十五年前にベルネット男爵家でも盗みを働いていたのであれば、これ以上罪を犯さないためにも、警察に行ってもらう」

「くっ……！」

　デボラは観念したかのように黙り込んだ。

　年齢こそ離れてはいたが、デボラとは気の合うメイド仲間だと思っていたから、マリーナは残念な気持ちでいっぱいだ。

「デューリンガー伯爵、アガーテ夫人。後日改めて挨拶に伺いますわ。今日は一度マリーナを連れて帰ります」

「お母さま、わたしは」

　マリーナはまだ帰りたくない。しかしこの騒動だ。今は大人しく戻ったほうが賢明だ。

「デューリンガー伯爵、アガーテ夫人。ご迷惑をかけしました」

　マリーナはクラウスらに向かって、軽くお辞儀をした。

「マリーナ……」

　クラウスがなにか言いかけたようとしたが、マリーナは振り返ることなく、マヌエラとともに伯爵家を後にした。

　マリーナがこの屋敷に来ることは二度とないだろう。

　クラウスとはどこかの夜会で再会することもあるだろうが、そのときは赤の他人の振りをしようと決めた。

　今度再会するときは、クラウスの隣には婚約者の女性がいるはずだし、その姿を目にするのは辛すぎる。

「さようなら、伯爵」

　乗り込んだ馬車が出発し、正門から抜けると、マリーナは窓から別れの挨拶をした。




　マリーナがデューリンガー伯爵家からベルネット男爵家へ戻って、およそ半月が過ぎた。

　今日は天気がよく過ごしやすいこともあり、マリーナはマヌエラとふたり、庭のテーブルで茶を飲んでいた。

　昨日マヌエラがデューリンガー伯爵家に訪れていたので、そのときクラウスとアガーテが事件後の詳細を教えてくれたらしい。その報告をくつろぎながら聞くことにした。

「結局、犯人はデボラだったそうよ。彼女、我が家で盗みを働いたあと、次々と名前を変え、貴族や富豪家でメイドをしていたんですって。やはりそれぞれの屋敷でも盗難騒ぎがあったらしいわ」

「まだ余罪があったの？」

　マリーナはデボラに対し、要領のいいメイドだとは思ったが、悪い印象など持っていなかった。人は見かけによらないものだ。開いた口が塞がらないとはこのことである。

「二、三年勤めたあと、金目のものを盗んで隠し、数ヶ月後に持ち出して、辞めていくというパターンを繰り返していたようよ。本人が認めたそうだから」

「他の家も警察には連絡しなかったの？」

「理由は我が家と同じよ。アガーテ夫人も内々に収めたかったようだけれど、余罪があったのではね。デューリンガー伯爵が警察に届けてくれたことだし、あとは法に任せるわ」

「そうね」

　クラウスと別れて、まだ半月しか経っていないというのに、半年くらい会っていない気がする。

　しかもメイドとしての生活習慣が身についてしまったのか、朝は早く目が覚めてしまうし、つい掃除をしなければと雑巾を探してしまいそうにもなる。

「ところでマリーナ、話は変わるのだけれど。あなた、リヴィエール公爵主催の夜会で、気分の悪くなったドーバートン侯爵夫人を応接間にお連れしたと言っていたでしょう？」

「ええ、それが？」

「夜会以来、ずっと地方の領地で療養されていた侯爵夫人が、ぜひあなたに礼がしたいと手紙が来ていたの」

「礼？　別に必要ないわよ」

　マリーナは人として当然のことをしただけだ。応接間に連れていっただけで、礼などされては却って困る。

「侯爵夫人がご自分の領地にある屋敷に招待したいのですって。景色が美しくて、とてもいいところらしいのよ。せっかくだから、いってらっしゃいな」

　マヌエラがにっこりと微笑み、勧めてくる。この招待になにかあるのだろうか。

「わかったわ。わたしも気分転換をしたかったところだし」

　しばらく都を離れることで、クラウスのことを忘れられるかもしれない。侯爵夫人の招待はいい機会だと、マリーナは前向きに考えた。




　ドーバートン侯爵家の領地は、都から相当な距離にあった。汽車で数時間、駅まで迎えにきてくれた馬車に乗ること一時間、ようやく侯爵家の屋敷へと到着した。

　マヌエラの言う通り、屋敷の周辺は緑が豊かで、湖もある。鳥の鳴き声が心地よく響き、静かなところだ。

「ようこそおいでくださいましたわ、マリーナ嬢」

　家令からマリーナの到着を聞いた侯爵夫人が自ら出迎え、歓迎してくれた。夜会のときの青ざめた表情とは異なり、すっかり元気になった様子だ。

「お招きありがとうございます、ドーバートン侯爵夫人」

「夜会のときはありがとう。どうかご自分の館だと思って、自由にくつろいでくださいましね」

「はい。ところで、とても自然が豊かで素敵なところですね」

「ええ、この静けさがお気に入りなの」

　マリーナも招待を受けてよかったと思う。しばらく都から離れて暮らせば、きっとクラウスのことを忘れられるだろうからだ。

「あとで部屋に案内しましょう。それよりまず、あなたに会わせたい人がいるの」

「会わせたい人？」

「あちらもぜひあなたに会いたいと言っているわ」

　マリーナは誰だろうと考えたが、これと言って思い当たる人がいない。

「あなたの荷物は使用人が運んでおいてくれるから、まずはこちらへどうぞ」

　侯爵夫人に案内され、マリーナは一階の奥の部屋まで行く。

「さあ、お入りになって」

　侯爵夫人が突き当たりの扉を開けると、室内のソファには若い男性が腰かけている。彼はマリーナの姿を目にすると、さっと立ち上がってきた。

「マリーナ！」

「デューリンガー伯爵っ」

　まさか侯爵夫人が会わせたい人がクラウスだったとは予想すらせず、マリーナは茫然と立ち尽くした。

「あとはゆっくり話をしてくださいね。しばらく誰も近づけさせないようにしますから」

「ありがとうございます、侯爵夫人」

　クラウスが礼をいうと、侯爵夫人は気をつかうかのように、その場から退室していった。

「マリーナ、会えて嬉しいよ」

　駆け寄ってきたクラウスが包み込むように抱きしめてくる。

　久しぶりに温かい腕に囲われたマリーナは、身体がじわじわと熱くなり、心臓の音も速くなっていく。

「伯爵、あなたがどうしてここに？」

「母の遠縁であるドーバートン侯爵夫人の勧めで、見合いをするためだよ」

　クラウスの見合いは侯爵夫人からあった話だったのか。

「この侯爵家の別荘でお見合いなのですか？」

「そうだよ」

　クラウスへの想いを忘れるために来たのに、見合い相手の女性を目の前で見せつけられるなど耐えられない。

　侯爵夫人には悪いが、早々に帰らせてもらおうと、マリーナは決めた。

「お見合い相手の令嬢は、もうこちらにお見えになっていますの？」

「ああ。僕の目の前にね」

「？」

　マリーナは目線を左右に動かしたが、室内には調度品があるくらいで、クラウスの他は誰もいない。

「あの、ひょっとしてお見合いの相手って……」

「ベルネット男爵令嬢。つまり君だよ、マリーナ」

「えっ？　わたしっ？」

　マリーナの頬は発火したかのように、急速に熱くなっていく。

　侯爵夫人がクラウスに紹介しようとしていた令嬢はマリーナ。

　そしてマリーナに会わせたい人というのがクラウス。

　この別荘への招待は、マリーナとクラウスの見合いの場だったのか。

「まずは座って、ゆっくり話そう」

「そうしてくださるとありがいですわ。このままでは、なにがなんだかわかりません」

　マリーナがソファに腰かけると、クラウスも当然のように隣に座ってきた。すでに恋人同士のような感覚になる。

「君も知っての通り、侯爵夫人から母に『とても素晴らしいお嬢さまがいるので、クラウスに紹介したいの。そろそろ結婚してもよい年齢でしょう？』と、話があったんだ。母が『どちらのお嬢さま？』と訊ねたら、侯爵夫人が『ベルネット男爵令嬢よ』と言ったらしくてね」

「母は見合いのことを知っていて、わたしをここに寄こしたのですね？」

「そうだよ。君がメイドをしている間に、侯爵夫人の使者が男爵家を訪問していたらしい。見合い話があるというのに、君は手紙を一通出しただけで帰ってこない。だから心配した男爵夫人が、君を迎えに我が家まで訪ねてきたら……あとは、君が知っての通りの展開になったというわけだよ」

　それならマヌエラも教えてくれればいいのにと思ったが、きっとマリーナを驚かせようと、内緒にしていたのだろう。

「母もベルネット男爵夫人と親しかったこともあって、スムーズに話が進んでいったんだ。僕も君のことは知っていたしね」

「あっ、そうだわ」

　クラウスはマリーナがベルネット男爵家の娘だということを知っていた。いつ、どこで気づいたのか。そこを知りたかった。

「なぜ伯爵は、わたしが男爵家の人間だとご存知でしたの？　もしかして一年半以上前にあった王宮の舞踏会で、お会いしていたかしら？」

「そのころなら僕は所用で外国に行っていたから、出席していないよ」

「ではリヴィエール公爵家の夜会でしょうか？」

　マリーナが公の場に出席したのは、この二回だけだ。しかも公爵家の夜会なら、互いに会うことがなかったとはいえ、クラウスやアガーテも出席していた。

　ただマヌエラがブローチの件で動揺していて、マリーナたちは早々に帰ってしまった。

　ほとんどの招待客と挨拶すらできなかったというのに、クラウスはいつマリーナを見かけていたのか。

「そうだよ。君が気分の悪くなったドーバートン侯爵夫人に声をかけ、応接間へ連れていこうとしたときに見かけていた。心の優しい女性だなと惹かれた。あとで話しかけてみようと思っていたら、君はさっさと帰ってしまったようだから」

「まあ」

　夜会でクラウスから見られていたとは知らなかった。マリーナは今になって照れてきて、顔が熱くなっていきそうだ。

「またどこかの夜会で出逢える機会を待つか、あるいは人を介して紹介してもらおうかと考えていたときに、君のほうから我が家に来てくれてビックリしたよ」

「だから伯爵はわたしの顔を見たとき、驚かれていたのですね」

　アガーテもマリーナを初めて顔を合わせたとき、どこかで見たことがあるようなことを言っていた。

　マリーナは母親似だから、きっとマヌエラと容姿が重なったのだろう。

「そして体調のよくなった侯爵夫人から、ベルネット男爵令嬢との見合いを勧められてね。もちろん僕に異論はなかった」

「まさか伯爵の見合い相手がわたしだったなんて、あのときは考えもしなかったですわ」

　それなのにマリーナは嫉妬して、今度こそメイドを辞めようとした。

「だけどベルネット男爵夫人が迎えにきて、君は帰ってしまったからね。今度は僕から侯爵夫人に頼んで、こうして見合いの席を用意してもらったというわけなんだ」

「そうだったのですか」

「そして不自由ない貴族に生まれ育ちながら、一生懸命にメイドの仕事をしている君が気に入り、絶対に妻にしたいと思った」

「伯爵……」

　マリーナの頬はますます熱くなり、蒸発してしまいそうだ。

　クラウスがメイドのマリーナに対し、妻にしたいと言っていたのは本気だったのだ。

「返事を聞かせてほしい」

「少しお待ち願えないでしょうか」

　クラウスの妻となることに、異論はない。ただ結婚は一生の問題だ。マリーナはよく考えてから返事をしたかった。

「悪いけれど、ここで返事が欲しいな。悩む時間を与えたら、やはり断ろうという気持ちに傾くかもしれないからね」

「断るなんてしませんわ。ただ考えたいと言っているだけです」

「断るつもりがないということは、僕からの求婚を受け入れてくれるということなんだろう？　だったら、すぐに承諾してくれてかまわないはずだよね？」

「それはそうですけれど」

　クラウスの手がマリーナの頬にそっと触れてくる。

「デューリンガー伯爵夫人になるつもりでいるのなら、今すぐ『はい』と言ってくれ、マリーナ」

「伯爵？　あっ……」

　マリーナが気を取られている隙に、いきなりクラウスが口を塞いできた。

　相変わらず人を吸収しそうなほど強く、情熱的なキスだ。マリーナ自身も飲み込まれるのではないかと、錯覚を起こしそうになる。

「んんっ」

　頭の芯まで熱くなるようなキスをされると、思考力が低下していく。

　クラウスの手がマリーナのドレスやシュミーズを脱がそうとしているというのに、抵抗する気力さえ奪われてしまった。

「伯爵……」

　そのままソファに押し倒され、瞬く間にありのままの姿に曝されてしまった。

「いけません」

「なぜ？」

「まだ返事をしていないのに、こんなことを」

　メイドをしていたときは、手と口で愛撫されただけだが、今日は違う。きっとクラウスは最後までするつもりでいる。

「はっきりと返事をしてくれないのであれば、今すぐ君を僕のものにする。君はここで僕の妻になるんだよ」

「早急すぎ……あっ」

　クラウスから耳朶を甘噛みされ、ますます力が失われる。

　そしてふたつの丸い乳房に手が置かれ、軽く揉まれながら、首筋を吸われた。

「あん……伯爵」

　マリーナは握った拳で顔を隠し、ぎゅっと両目を瞑るだけで、まったく抗えなかった。これから与えられる快感がどれほど素晴らしいものか、身体に染み込まれているからだ。

「マリーナ、僕は君だけを生涯愛すると誓うよ。君という女性を知ってしまった以上、この先、君以外の女性が目に入ることはないからね」

「伯爵……」

　クラウスからこんなにも一途で、愛されていると知って、マリーナは世界で一番幸せ者なのではないだろうか。

「伯爵……わたしも……あなたが好きです」

「マリーナ！」

　クラウスの両目が幸せそうに見開き、しかも頬が紅潮している。マリーナに告白をされて、心の底から喜んでくれているようだ。

「あなたはわたしの仕事振りを認めてくれて、ブローチの件では庇ってくれました。ちょっと強引だけれど、優しい伯爵が好きです。わたし、あなたと結婚します」

　きっと初めてキスをされたときから、自分でも気づかないうちに、マリーナは恋の虜になっていたのだろう。クラウスの見合い話を聞いただけで、ショックを受けたくらいなのだから。

「マリーナ、嬉しいよ。今の僕は世界中の幸福をひとり占めしている気分だ」

「大げさですわ、伯爵」

　幸せに満ちたりたようなクラウスの顔に、マリーナもまた同じような気分になってくる。

「求婚を受けてくれたお祝いとして、まずはこれを君にプレゼントしよう」

「それは！」

　クラウスがポケットの中から取り出したケースを開けると、中身を目にしたマリーナは驚く。

「僕の亡き父が、母アガーテにプレゼントしたエメラルドのブローチだよ。今度は母から君へのプレゼントだ。僕と結婚し、娘になる君へのね」

「アガーテ夫人が？」

「互いの母にとって、どちらも夫との思い出の品だ。だったら娘である君が、このブローチを受け継ぐのが相応しいと判断したそうだ」

　亡き父からマヌエラへ、デューリンガー前伯爵からアガーテへ、今度はクラウスからマリーナへと渡ろうとしている。

　まるで時間を旅しているような不思議なブローチだ。

「わたし、結婚パーティにはこのブローチをつけたいわ」

「そうだね。きっと僕の母だけでなく、君の母上も喜ぶよ。もちろん僕自身もね」

　マヌエラやアガーテだけではなく、きっと天国にいる互いの父たちも祝福してくれることだろう。

「その前に、今この時間はふたりで祝おう」

「伯爵……あっ」

　乳首を人差し指で突かれ、身体がビクンと反応する。

「あぁ」

　クラウスはフルーツを食すかのように、マリーナの胸を口に含もうとする。

　舌で嬲られ、指で弄られ、それらを交互に繰り返されると、さざ波のような疼きが全身を走っていく。

「あふぅ、はぁ……あぁ」

　マリーナの甘い喘ぎに煽られるかのように、クラウスが貪るように胸を責め続けてくる。

「や……」

　胸への愛撫だけで達してしまうほどの勢いに、マリーナは無意識に身体を揺らして快感から逃れようとする。

「マリーナ、逃げないで。愛してくれているのなら、僕のすることをすべて受け入れて」

「わ……かってはいるのですが、身体が勝手に……」

　クラウスがどれだけ愛してくれているのか、マリーナには痛いほど伝わっている。けれども伯爵家で愛撫をされていたときより凄まじく、身体がついていけない。

「僕のすることを拒まないで。もし拒んだら、どうしようかな？　お仕置きしようかな？」

「ど……んな？」

　マリーナはお仕置きという言葉に、思わず期待をするかのように聞き返した。

　クラウスからされる甘い懲罰は、身体が溶けてしまいそうになるくらい歓喜だからだ。

「こうだよ」

「ああっ？」

　クラウスにより両足を広げられ、中心部が曝け出される。

　もっとも恥ずかしい箇所が丸見えになり、マリーナは両腕を顔の上で交差し、自分を隠す。

「顔を隠して、どうするんだい？」

「だって恥ずかしいから」

「恥ずかしいなら、手を内股に持ってくるべきだろう？　僕に見られて、本当は嬉しいのかな？」

「あ……」

　たぶんクラウスの言う通りだ。身体が嬉しがっていることは、マリーナ自身がよくわかっている。だから喜んでいる表情を見られたくないのだ。

「ここはもうたっぷり濡れているね」

「ひゃっ」

　クラウスに花びらの割れ目を指で擦られ、マリーナははしたない声を上げてしまった。

「どれだけ僕を欲しがっているか確かめよう」

「確かめるって……あっ！」

　クラウスの顔がマリーナの中心まで下りてきたのか、さっきまで胸を嬲っていた舌が、蜜口へと潜り込んできた。

「い……い……あふぅ」

　以前は手で扱かれ、絶頂を迎えて終わりだったところなのに、こうして生温かい舌が入ってきて、激しい快感が襲ってくる。

「もう……あぁ」

　涙が零れるほどのよさに、総身が打ち震える。

「こんなにトロトロと淫液が溢れ出てきているよ、マリーナ」

「は……伯爵に……されているのが……とてもいいから」

　クラウスから愛でてもらっているから、マリーナは気分が高揚としているのだ。淫液がたくさん出るのは、もっと愛されたいという証拠だ。

「僕のマリーナ、嬉しいよ。僕に淫らなことをされるのが好きなんだね？」

「ええ……好きです、伯爵」

「そろそろ名前で呼んでくれないかな？　僕たちは結婚するのだから」

「ク……」

　最初はメイドとして「旦那さま」と呼び、正体が知られてしまったときから「伯爵」と称号に変えた。

　これからはクラウスの妻になるのだから、名前で呼ぶのが自然だ。

「クラウス？」

　マリーナは照れながら、愛する人の名を呼んだ。

「そうだよ、マリーナ。ご褒美にいいものをやろう」

「あ、あぁぁ」

　マリーナの体内に、舌よりも熱く、硬い肉塊が押し入ってくる。

「うぅっ、あぁっ」

　マリーナの細い身体で受け入れるのは、ひどく苦痛だ。

　それでも生まれて初めて体内に異物を受け入れ、苦しいというのに、幸せに包まれたような感覚があった。

　きっとクラウスと一体になれたからだ。

　愛する人とひとつになれるということは、なんという甘美な世界に浸れるのだろう。このまま永遠に、ふたりだけの時間を過ごしたい気分になる。

　だが、身体はマリーナの望み通りにはいかず、どんどん快感の波が大きくなっていった。

「クラウス、わたし、もう」

　まだ自分の中にいるクラウスを感じていたいのに、マリーナは早くも最高潮に達しようとしている。

「素直に僕を感じればいいよ」

「ああっ、クラウス！」

　クラウスに煽られ、マリーナは全身に埋もれていたものがすべて解放された。まるで自分を閉じ込めていた殻が割れ、世界に羽ばたいたような気分だ。

　マリーナは最高の幸せを手に入れ、涙が零れ落ちた。

「クラウス、あぁ、とてもいい。もっとあなたが欲しいです、クラウス」

　まだ全然物足りない。マリーナはいっぱいクラウスを感じたい。愛されたい。

　マリーナもまた、クラウスに愛を与えたい。

「君が嫌になるくらい抱いてやろう」

「クラウス……」

　クラウスはマリーナをいっぱい抱いてくれて、愛そうとしてくれている。空まで舞いあがりそうなほど喜悦に満ちて、クラウス以外のことが頭に入らない。

「わたしをたくさん愛してください、クラウス。わたしもあなたを愛したい」

「もちろんだとも」

　マリーナはにっこりと笑い、クラウスのすべてを受け入れた。

　今はほんのひととき、愛する人とともに蜜欲の時間を過ごす。
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